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2〃仇～
インターネットを活用したEC(電子商取引)や,ERP,CRM,SCMな

どの急速な立ち上がりに伴うトランザクションの増加により,高性能なサ

ーバの必要性が急速に高まつている｡日立製作所は,インテル社の64ピ

ットアーキテクチャ"lA･64”初のプロセッサであるItanium(アイテニ

アム)に対応した新世代サーバ"HA8000･eX/880”を発売した｡高性

能と優れた拡張性で,インタ1ネット時代の大規模なシステム構築に柔軟

に対応できる｡

64ピットプロセッサを 載した高性能,
高僧頬サーバ"HA8000･eX/880”

▲

言冠･三言享テ′

塁】

了

ご

‾Ⅳ-L

38uラックに搭載した

"HA8000-eX/880”

インターネットプラットフォー

ム事業部開発本部ハイエンド

サーバ開発部の秋元一泰主

任技師(右)と相山正守主任

技師(左)

●HA8000･eX/880の開発のねらいは

``HA8000-eX/880''は,日立製作所独自のチ

ップセットを中心に,インテル社の64ビット

Itaniumプロセッサを搭載した,マルチOSプ

ラットフォームのエンタープライズサーバです｡最

新のプロセッサテクノロジーを採用し開発され

たItaniumに,日立製作所のメインフレームや

スーパーコンピュータで培った開発･実装技術

をプラスすることで,高次元のパフォーマンスを

高さ10u(1u=4.45cm)という非常にコンパクトな

筐(きょう)体で実現しました｡独自のMLPF

(MultipleLogicalProcessorFeature)により,

複数のOSやアプリケーションの並列稼動を可能

にしています｡また,ミッションクリティカルな業務

を,インターネットをコンバインした形で担うことを

想定していますので,信頼性,可用性,保守性

それぞれに高いクオリティを実現しています｡

●独自に開発したチップセットの特徴は

インテル社標準のチップセットが4プロセッサ

まで搭載できるのに対して,日立製作所が独自

に開発したチップセットでは,最大8プロセッサ

叫蒜諾…山一

′
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までスケーラブルに拡張することができま-れま

た,メモリ性能をいっそう強化しており,大容

量キャッシュメモリの搭載によってアプリケーシ

ョン実行の高速処理が可能ですっ互換性でも,

2000年の春ごろから米国のヒューレットパッカ

ード社やマイクロソフト社の研究所などに装置

を持ち込んで検証を行い,HP-UX*,Linux*,

64ビット対応のWindows芋といったOSヤアプ

リケーションを,標準の装備で動作させること

に成功しました｡

●開発過程で苦心した点は

CPUの冷却とプロセッサバスの動作マージ

ンです｡これまで開発してきたサーバでは,

CPUの消費電力は多くて80W程度でしたが,

今回は130Wという大電力です｡これを効率

的に冷やすために,風切り用の板を入れたり,

CPU温度モニタ機能を設けたりとくふうしまし

た｡プロセッサバスの動作マージンでは,電源

ノイズとの戦いでした｡電源給電方法を変える

など試行錯誤しながら何度かCPtJボードを作

り直して,CPU8ウェイの最大構成を266MHz

で安定して動作させることができました｡

●今後の展開は

日立製作所は,IA-64サーバを,これからの

インターネットビジネスソリューションを支える中

核システムと位置づけています｡その意味で,

今回,このItaniumプロセッサ搭載機を業界に

先駆けて開発した意義は大きいと考えていま

す｡今後,McKinleyやMadisonといった次世

代の64ビットプロセッサが登場すれば,性能面

でも価格面でもユーザーのメリットは広がって

いくと思います｡HA8000-eX/880の開発経験

を生かして,製品のラインアップを広げていく

予定です｡

注:*は｢他社登鋸南標など+(158ページ)を参貝弓
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ブロードバンド環境の急速な普及などにより,企業(Enterprise)の基

幹業務とeビジネスの統合から始まる,エンタープライズネットビジネス(E

ビジネス)の時代が到来している｡日立製作所は,ウェブアプリケーション

と基幹業務との高度な連携を実現した64ビットアーキテクチャ対応の新

世代戦略サーバ｢エンタープライズサーバ"AP8000”+を製品化し,進化

するEビジネス環境と新たな事業展開を礁力にサポートする｡

Eビジネス時代の基幹業務を強力に支える

エンタープライズサーバ"AP8000”

▲

叫恥

ぞ
ノ

エンタープライズサーバ事業

部メインフレーム本部メイン

フレーム開発部の福地弘一

主任技師(左)と同事業部技

術開発本部テクノロジー開発

部の出居昭男主任技師(右)

●AP8000の特徴は

AP8000は,日立製作所のエンタープライズサ

ーバ｢MPシリーズ+の後継機です｡新規開発

した64ビットアーキテクチャ対応のCMOSプロ

セッサの採用により,メモリ空間のいっそうの

大規模化と高速処理を,現行システム環境を継

承しながら実現しています｡基幹業務では信

頼性が要求されるので,サーバの心臓部であ

るプロセッサやメモリのほか,電源部や冷却系

にも冗長構成をとり,障害が発生しても交代系

に切り替えるなどして,処理を継続します｡ま

た,チャネルや電源ユニット,冷却フアンなどは,

稼動中での保守が可能になっています｡OSと

しては,新たに開発した"VOS3/LS”のほか

に,Linuxシステムの稼動を実現する"Linux

払r AP8000''も用意しており,ウェブアプリケ

ーション向けオールインワンサーバを構築す

ることができます｡

●AP8000のターゲットは

基本的には金融機関や電力会社,通信会

社,官庁,地方自治体など,すでにメインフレー

ム上の業務プログラムをお持ちのお客様にご

利用いただくことを考えています｡お客様から

見ると,今ある資産をそのまま生かしつつ,こ

れまで以上に大規模で高速な業務の遂行が

可能なほか,Linux払r AP8000システムの搭

載やUNIXソPCサー′iとのネットワーク接続など

により,オープンシステムとのシームレスな連携が

可能です｡また,ファイバチャネルを用いた

FIBARCチャネルにより,大規模･高信頼ディス

ク装置であるSANRISE2000シリーズと密に連

携し,基幹データベースの構築やSAN対応の

ストレージ管理を実現します｡

●開発にあたって留意した点は

ハードウェアの世界は価格競争が激しくなっ

ていますので,できるかぎりのコストダウンを図

っています｡このために,既存の技術をできる

だけ活用するとともに,設計の段階から,コス

トを下げるにはどうすればいいかということを

考慮して開発を進めました｡また,導入コスト

だけでなく,ハードウェアの低電力化や省スペ

ース化による運用コストの削減が図れるという

点でも,ユーザーメリットは大きいと思っていま

す｡さらに,製品ラインアップを従来のMPシリ

ーズから一新するとともに,サーバデザインとし

てシルバーメタリックのボディにディープエメラル

ドのエナジーモザイクを配したぎん新なものを

採用し,新世代エンタープライズサーバを強く

意識した仕上がりになるよう努めました｡

●今後の抱負は

AP8000とVOS3/LS,Linux払r AP8000

という新しいプラットフォーム上での,Eビジネ

ス時代のさまざまなソリューションを提供し,企

業や公共機関などの基盤としてご利用いただ

けるよう拡販に努めていきたいと思っています｡

また,日立製作所のエンタープライズサーバとし

て培ってきた信頼性や安定性を継承すべく,万

全な評価や製品サポートを行い,お客様に安

心して使っていただける基幹サーバシステムに

していきたいと考えています｡

注:*は｢他社登銀商標など+(158ページ)を参照
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2〃仇～
携帯電話やPDA(PersonalDigitalAssistant)を使って,メール

の送受信やウェブブラウジング,音楽ファイルのダウンロードなどを行う

モバイルインターネットサービスが急成長を遂げている｡そこで注目さ

れている技術が,データ通信に囁化して低価格で高速な無線パケット通信

を実現する1xEV･DO(1xEvolution･DataOnly)である｡日立架作所

は,同技術に対応した基地局トライアルシステムをいち早く開発し,商用

化に向けて,大きな一歩を拝み出した｡

1xEV･DO方式の
高速モバイルデータ通信用基地

●1xEV･DOの特徴は

1ⅩEV-DOは,CdmaOne*で知られる米国ク

アルコム社が,モバイル用の次世代無線パケッ

ト通信技術として開発したもので,｢経済性+と

｢高速性+という二つの特徴を持っています｡経

済性の面では,CdmaOne基地局に1ⅩEV-DO

用システムを入れるだけで,既存のアンテナ設

備や送受信機をそのまま共用することができる

ため,導入コストを低く抑えられると同時に,ユ

ーザーにも低料金でサービス提供が行えます｡

また,スピード面では,従来のような音声･デー

タ通信を共用する方式から,IP(Internet

Protocol)ベースのデータ通信専用に特化した

ため,伝送効率が大幅に高まり,下り方向への

データ伝送速度は最大2.4Mビット/sを実現し

ました｡これまでデータ通信が速いと言われて

いたPHSが朗kビット/sですから,実にその約

37倍の速さです｡また,W-CDMA(Wideband

Code Division M山亡iple Access)方式と比べ

ても,高い無線利用効率を誇ります｡

通信事業部CDMAシステム本

部開発部の日隈功主任技師

(左)と徳岡貞彦技師(右)

125

を開発

●1xEV･DOに対する

日立製作所の取り組みは

日立製作所は1996年からクアルコム社と

cdmaOne技術のライセンス契約を結んでおり,

1ⅩEV-DOでも2000年1月に,ベンダーとしては

世界初のライセンス契約を結びました｡その

後,高スループットを実現するための制御方法

や,1ⅩEV-DOシステムの共同開発を進める一

方で,専用LSIや筐(きょう)体パッケージ,ソフ

トウェアなどをすべて自社開発し,世界で初め

て基地局システムをトータルかつスピーディに提

供できる体制を整えました｡また,KDDI(当時

IDO)殿から1ⅩEV-DOトライアルシステムの注

文をいただき,2000年7月から電波が込み合う

都心部での干渉状態,複数ユーザーの同時ア

クセス時の品質維持など,さまざまな実証実験

を行いました｡こうした技術と豊富なノウハウ

の蓄積を基に,現在は商用システムの開発に

取り組んでいるところです｡

●商用化で,どんなサービスが

期待できるのか

大容量で高速,安価な無線データ通信が行

えるため,屋内･屋外を問わず,パソコンから

ケーブルレスで高速インターネットを利用したり,

PDAで音楽･動画配信サービスを楽しんだり,

カーナビゲーション機器から最新地図をダウン

ロードしたりと,モバイル環境での幅広いブロ

ードバンドサービスが実現します｡

●今後の展開は

モバイル端末･ネットワークを含む1ⅩEV-DO

システムをトータルに提供できるアドバンテージ

と,実証実験で得られた貴重なデータやノウハ

ウをベースに,さらにブラッシュアップした商用

システムと各種ソリューションの開発に取り組ん

でいきたいと考えています｡

注:*は｢他社登裔商標など+(158ページ)を参照



ソリューション･
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市囁環境や社会環境が急激に変化する時代を迎え,撞曹や行政の革新が求められている｡日立耕作所は,これまでの多くの実績や経験,ノウハウ,最新の汀を基に,事業規模や業種･業態に合わせ,

顧客が直面する多種多様な誅掛こ対するソリューションやサービスを提案している｡掛こ,ネットビジネ

ス分野のソリューションやサービスをワンストップで提供するために,日立グループが一体となり,

"Cubium”として展開している｡

eMPの世界を広げる"TWX･21”

米国やわが国に限らず,世界各地でeMP(Electronic Marketplace)の構築が盛

んである｡米国を例に取れば,E20pen(電子部

品),Covisint(自動車部品),Transora(流通)

など,複数のバイヤーやサプライヤーが共同で構

築,運営するオープンなeMPもあれば,企業が

自社のサプライチェーンを強化するためのプライ

ベートeMPも数多く登場している｡

これらのeMPと接続することにより,各企業は,

調達や特定部品の販売など,それぞれの業務や

業種,製品分野で部分最適化を図ることができ

る｡一方,企業活動全体から見た場合,業務は

設計･開発から調達,生産,物流,販売まで一

連の流れになっており,業務効率の飛躍的向上

を実現するためには,社内システムを含めた複

数のeMPとの連携が重要な課題となってきてい

る｡最近は,ⅩML(Extensible Markup

Language)をベースとした業界標準の普及推進

により,eMPとネットワーク接続することは比較的

容易になってきている｡しかし,障害対応の運用

ルールや接続プロトコルの調整まで含めると,各

企業の負担は大きい｡

1997年秋からサービスを開始した企業間ビジ

ネスメディアサービス"TWX-21”は現在約1万

2,000の会員に利用されており,単独のeMPとし

て機能させるだけでなく,大阪商工会議所ほか

の経済団体が協力して運営する｢ザゼジネス

モール+や,NTTデータオフィスマート株式会社

が運営する"orderit”などの外部eMPとの連携

も推進してきた｡今後も,継続して国内外の

eMPとの連携に取り組んでいく｡

例えば,TWX-21と接続することにより,中国

や東南アジアのサプライヤーからの調達や設計･

生産コラボレーションによって,低価格で品質の

よい製品を欧米企業に販売することが可能とな

る｡また,サプライヤーとバイヤー間で需要予測

を共同で作成するCPFR(CollaborativePlan-

ning,Forecasting and Replenishment)*な

どの販売コラボレーションにより,予測精度の向

上や流通在庫の圧縮を図ることができる｡

このほかにも,TWX-21上に企業個別のeMP

を短期間で構築する支援機能の拡充など,さま

ざまな業務で各会員企業が取引先とのコラボレ

ーションを強化できるビジネスのプラットフォームを

目指していく｡

注:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照

eMPどうしの連携によつて
企業間のコラボレーション

を強化する``TWX･21''

国内外のeMPとの連携によっ

て設計･生産･調達･販売･物流

などの企業間コラボレーション

が実現する｡TWX-21では,顧

客や取引先を含む企業活動全

体の業務効率の向上を支援

する｡ ⊂二ef
M牢叩

調達コラボレーション

･調達コストの低減

●品質管理精度の向上
`E20Pen

-c⊂】Visint【など

調達

設計･開発

生産

販売

設計コラボレーション

･設計期間の短縮

●見積もりの精度の向上
プライベートeMP

＼て:⊃

TlⅣⅩ-21

国内外eMP

販売コラボレーション

･販売･流通コストの低減

一版売予測､顧客管理

T｢ansora

"GNX'など
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拡充した 亀子行政ソ リューション
"SolutionmaxforCyberGovernment”

政府は,｢ミレニアムプロジェクト+や｢e-Japan戦略+において,2003年度までに電子行

政を実現するとしている｡

日立製作所は,これに対応して,これまで体

系化してきた行政の電子化をトータルにサポート

する電子行政ソリューション"Solutionmax br

CyberGovernment”に,今般,以下の新たなソ

リューションを追加,拡充した｡

(1)行政評価ソリューション

行政活動を経営的視点からとらえ,客観的評

価によってその改革を推進するツールとして,有効

な行政評価の効率的な導入･実施を支援する｡

わが国で初めて企業会計手法を活用して事

業のトータルコストの把握を可能とした行政評価

システム(2001年4月販売開始)を中心に,情報

公開や住民意識調査などのサービスを通じ,住

民と行政を含めた地域経営マネジメント確立の支

援を目指す｡

(2)文書管理ソリューション

2001年4月に施行された情報公開法では,行

政機関が保有する文書の開示請求を受けた場

合,迅速な回答を行うこととされている｡このた

め,各行政機関では,従来の就中心で管理して

きた文書の電子化が急務となっている｡

文書管理ソリューション｢DPlシリーズ+は,情

報公開システムである"DPl/OPEN”だけにとど

行政評価ソリューションの適

用イメージ

行政評価システムを中心とした

ツール顆とコンサルテーション

により,住民･行政のコミュニケ

ーションの充実を含め,有効な
行政評価の実現を支援する｡

住民

戯町

野
点
野

瓜門

管∃

行政について住民が矢口りたい

嘩報を迅速･効率的に提供

博

一句

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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まらず,その前段としての文書情報の電子化と,

行政機関内での文書管理業務をシステム化した

"DPl/episimo”,さらに,電子メールをベースと

した``DPl/MAILINKS''の3製品で構成して

いる｡

中でも,DPl/MAILINKSは,日々送受信さ

れる電子メールを自動的に案件単位に分類して

データベースに登録し,検索･参照を可能とする

わが国初の電子メール文書管理システムであり,

従来記録に残らなかったノウハウや意思決定過

程を記録することができるという点で,新しい活

用の開拓が期待できる製品である｡

喜情報公開:

しp謀議よ
インターネット

報公

電子メール

文害管理
ノ

:電子メール文書管理;
システム

:DPl/MAILINKS【

文書管理ソリューションの全

体像

ヽ

ヽ

内部LAN

電子メール

ヽ

ヽ

｢-一+‾‾++‾+‾+ゝ

:統合文書管理≡
L システムI

LDPl/episimo;

苦登録･検

吉期限管

行政棟閤で発生する電子メールを含

めたさまぎまの文書を一元管･哩する｡

過去の文書を有効活用するとともに,

情報公開に対応する｡

評価のための作業を効率化

事業のトータルコスト把握によって
分析の精度が向上

こ～三〟諒∨

′′､.さ′′糸･》くき芸:†㌔ミニ事ご云さ:三､㌔於:ミミ

′汲′

みとの遠野 じ)

行政評価

情報

テム

行政に対する住民の意見･要望を
効率的に収集し,フィードバック

書

行政



亀子自治体ソリューション

電子自治体実現に向けた
トータルソリューションを提供

企画から設計.構築から運用まで.

日立製作所の総合力を集結した
サービスメニューを用意し.

自治体の二】ズに合わせ適切な

ソリューションを提供する｡

電子自治体ソリューション

＼

G2C(B),G2G,lnGの
統合環境を提供

亀子窓口サービス構築のための電子

行政窓口基盤ソフトウエアの提供と.
その開発インタフェースの公開により,

既存資産を生かしながら.住民(企業),

他機関との連携を可能とする｡

J
自治体業務の効率化を支援

自治体事務の相互連浜や文書決裁機

能を実現し.業務プロセス改革の推進

などによって業務効率化を支援する｡

注:略言喜説明

G2C(B)〔Gove｢nmenttoConsumer(Busjness)〕

G2G(GovernmenttDGovernment)

lnG(lnGovernment)

電子自治体ソリューション

の特徴

日立製作所の席合力を生かしたトータルなソリューションを提供する｡

地域住民に密着した分野で多様なサービスを提供している自治体では,地域の特色

を生かした,これまでよりも主体的なサービスの

提供とともに,長引く景気低迷や少子高齢化に

伴う財政負担増による,行政サービスの充実と

効率化という,相反する課題への対応が求めら

れている｡このような課題への対応の一つとして,

自治体では｢電子行政サービス+への取り組み

が本格化している｡

日立製作所は,自治体が推進する電子行政

サービスの実現に寄与するため,電子自治体ソ

リューションを開発した｡

日立製作所の電子自治体ソリューションでは,

自治体業務の電子化における課題にこたえ,さ

らに,電子化された業務をシームレスかつ有機

的に統合する手段として,電子行政窓口基盤ソ

フトウェアを提供することにより,自治体の電子行

政サービスの実現に向けた総合的な支援を行う｡

進化する21世紀 ショールーム
"CyberGovernmentSquare”

わが国で｢電子行政+が注目を集めた当初,その実現社会のイメージや要素技術の紹

介にいち早く取り組んだ｢電子行政ショールーム

"CyberGovernment Square(サイバーガバメ

ントスクエア)''+は,2000年3月の開設以来,

組織のトップから実務に携わる方々まで,情報収

集の場として広く活用されている｡

血CyberGov8rnment

Square”の受付,シアター

(左)とプレゼンテーション

風景(右)

雪が関にはど近い西新橋に位

置し,連日,行政関係者に日立

製作所ならではの電子行政へ

の取り組みを紹介している｡

欝臥
●

…コ還琴箪攣彗
濁酵

コンテンツは開設当初からの中央省庁や地方

自治体の業務モデル,住民サービス,モバイル

サービスに関する展示に加え,｢教育+,｢医療+,

｢投票+など,電子行政を構成する各種分野へ

拡充を図っている｡

各種展示機器のデモンストレーションだけでな

く,事例紹介や掟言,各種コンサルテーションな

ど,電子行政のいっそうの推進に向けたさまざま

な支援を通じ,"CyberGovernment Square

を21世紀型ショールームとしてこれからも進化さ

せていく｡

蔚山･一

Ⅷ▲叩･- _.･一【-････-一山■■r ‾
5甥‾

幣ン′べデ_了′′で攣発喝琴…′と
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臼

インターネット時代の 遺業ソリューション
"So山tionmaxforManufacturing”

インターネット時代を迎え,IT産業は世界的規模で急速に拡大を続けている｡一方,

インターネットを活用した産業構造の変革により,

企業のM&A(MergerandAcquisition:合併

と買収)が促進され,EMS(Electronics

Manu払cturhgSeⅣice)企業の台東も目立って

きている｡また,製品･商品がコモディティ(必需

品)化され,世界的な分業･協業がますます加速

している｡さらに,製品に対するニーズが多様化

し,製品のライフサイクルも短縮化し,企業は厳

しい環境下にある｡

製造業ソリューション"毀)1udonm丘灯Manu血c-

turing''は,顧客が抱える経営･業務課題に対し

て,日立製作所が提供する解決策(ソリューショ

ン)を体系化したものである｡以下の七つのソリ

ューションを軸に,市場の速い動きに迅速かつ柔

軟に対応している｡

(1)e-Market

(2)DE(DigitalEngineering)

(3)環境

(4)CRM(CustomerReb血nshわMa氾酢ment)

(5)SCM(SupplyChainManagement)

(6)ERP(EnterpriseResourcePlanning)

(7)MES(Manu血:tu血1gExecu血nSystem)

製造業に限らず,企業のM&Aや企業間の

協業が進むにつれて,企業内･企業間の連携や,

複数情報システムを連携,統合するニーズが増

加している｡"Solutionmax br Manu血c-

turing”では,さまざまなニーズに対応するため

に,新しい技術を積極的に取り込んでいる｡

日立製作所は,製造業におけるサプライチェ

ーンとエンジニアリングチェーンの業務を連携する

CPC(Collaborative Product Commerce)の

提供を,2001年5月から開始している｡CPCで

は,一連の業務プロセスを見直し,部門や企業

の壁を越えた情報の共有化とコラボレーション(協

業)を図る｡また,ポータルの活用により,ユーザ

ーの利便性を大幅に向上させ,トータルマネジメ

ントの実現に貢献する｡

日立製作所は,これからも時代の急流の中で

常に新たな動向こ-ズを的確にとらえ,製造業

に貢献するソリューションを提案していく｡

29

``solutionmaxfor

Manufacturing”で提供

するソリューション群

さまざまな経営課題にこたえる

ソリューションが,相互に連携し

合い,戦略的な情報システムの

構築を支援する｡

e･Market

製品戦略1販売戦略

ユ製芸≡発毒事雇芸 ∃ニーズ
識栄

妻､･.′′定言蒜 去ラ芸ン戦略顧客繋
∴者1′､

川鮮宝E賢…荒警票ク環芸注
物 重 臣､窒ご≒き…蔓藁…:汝

書
童

ポ′′;′､

､出荷 配送′入違㌢製造 検査 出荷′-′配送､′保管 納岸

ヒ三′∴′′■､……書
′･､･･麺務∴…慧こ那
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ブロードバンド時代の合ネットワークソリューション"Compassport/EX”

/一高前石前古＼サービス

一一言蒜前言二完ブ
＼＼+＼.､ヱサービス

//▲蒜右㌫こ三芸
､㌧ サービス

国内企業

掛

国内企業

Compasspo几/EX

セキュリティ

Compasspo｢tセンター

√才一

/′

国内キャリヤ

ネットワークリソース
提供サービス

ノーーニュー√‾

rインターネット接続サービよ
＼＼

サービス

▼ノーノノ

′一ノーーー‾‾､-

､

インターネット
＼

...｢¶...-__一___一-

･顧客の各種サーバ
･ネットワーク監視

･セキュリティ

海外キャリヤ

(lP･VPN.広域戊N,ATMノウレームリレー)ノ

㌧【-/ニ⊃∠--､一Jノー

コールセンター

｢-′

＼＼

海外企業

注:略語説明

ATM(AsynchronousTransferMode)

lP-VPN(lnternetProtoco】/VinualPrivateNet＼〃O｢k)

DC/NCC(D∈】taCommunjc∈】tions/NevvCommonCarrier)

竺蒜琵rt′∈Xのサl認諾㌶≡三三竺完芸諾ヨンから運用まで･ネルクに関

Compassport/EXは,コンサルテーションから運用に至る各種ネットワークソリュー

ションサービス体系の総称である｡Compassport

(ネットワークアウトソーシング)にネットワークSI

(SystemIntegration)やセキュリティなどを含

む,ブロードバンドに対応した拡張サービスを付

加した体系で,ソリューションを｢トータルアンドワ

ンストップ+として提供する｡

〔主な特徴〕

(1)ネットワークインテグレーションサービス

(2)最新キャリヤサービスの採用

(3)24時間365日のネットワーク運用サービス

(4)ネットワーク関連システムインテグレーション

〔NAS(NetworkAttachedStorage),セキュリ

ティ,CTI,VoIPなど〕

このように,サービスメニューが豊富であり,最

新のネットワーク技術で,顧客の要望に合わせた

形のネットワークサービスを提供する｡

(提供開始時期:2001年8月)

リアルタイム番組と連動した双方

2

軸連動型双方向サービス

の概念

視耳嚢者はリモコンでクイズ番組

などに参加し.結果を放送局で

集計し,リアルタイムに番組に

反映する｡

000年12月のBS(放送衛星)ディジタル放

送開始に合わせて,双方向サービスセン

ターの運用を開始した｡BSディジタル放送では,

放送衛星

利用者

王一【‾1
11

集計結果を

番組に反映
情報集計

リ用苦情

+利用者情報
トきあてる｡

_
+

組;

クイズ番組の場合

回答入力

｢
〔
=
=
‥

ディジタルデータ放送
データ放送と双方向通信サービスを融合させる

ことにより,｢見るテレビから使うテレビへ+とテレビ

を進化させている｡

双方向サービスセンターでは,視聴者がリモコ

ンから人力した情報(注文,アンケート,クイズ回

答など)を集計し,放送局とスポンサーへ集計結

果を提供している｡さらに,2001年7月から,リ

アルタイム番組連動型双方向サービス(生番組

で,視聴者からの応答情報をその場で集計し,

その結果を番組の内容に反映する｡)の提供を

開始した｡これにより,視聴者参加型の番組制

作(例えば,クイズ番組)が可能となり,アナログ

放送との差を明確に打ち出すことができる｡

このセンターは,現在,BS朝日と,デジタル･

キャストインターナショナルに利用されている｡

認⑳l



亀子 証技術を活用した店
留め置きサービス

指定店舗へ転送

⊥v

受取店舗

r∠･野1

コンビニエンスストア,

レストランなど

購入者

†

(1)購入･受け取り場所を入力

軒

句

(5)配送通知

スマートデポ

システム

■

費目
サービス提供会社二
株式会社スマートデポ

(6)指定店舗に配送

(6-1)自宅へ配送

rスマートデポ+の概要

(2)集荷指示

(3)集荷･配送を依頼

物流業者

販売者
(EC販売店)

(4)指定倉庫へ集荷

商品購入者は,自宅配送以外に,あらかじめ指定した受取店舗で商品を受け取

ることができる｡

｢ス
マートデポ+は,消費者用EC(電子

商取引)で,商品配送の効率向上と

消費者の利便性向上を併せて実現するサービ

スである｡

従来の消費者用ECの配送方法である自宅

配送(宅配)以外に,最寄りの店舗を指定するこ

とで,消費者の都合のよい場所と時間で商品の

受け渡しを行うことを可能とする｡2001年6月か

ら試行し,同年8月に本格サービスを開始した｡

このサービスでは,商品受け渡しの際の本人認

証にPKI(公開かぎ暗号方式)を応用した独自

の方式を採用している｡この方式の採用により,

専用端末の設置が不要となり,中小のECサイ

トや一般商店などでも容易に店舗留め置きサー

ビスに参加することができるようになった｡

実店舗のネットワーク化を推進し,今後急速に

進展するネット社会とリアル社会の接点としてサ

ービスの拡充を図るとともに,｢スマートデポ+の電

子認証の仕組みを,モバイル通信やディジタルテ

レビなどに拡大していく｡

設計･生産･販売のコラボレーションを実現するCPCソリューション

CPCポータル

戦略ポータル

マネジメントポータル

オペレーションポータル

モニタリング

SCM

_望+､･･････-･･･ 販売

ポータル

盟

望j

販売

CPC

リアルタイム統合BOM

計BO

盟開発室
喜計試作夢
芯準備書

妻

産B

DM

DE

〕■■

蕊…∃
エ空+ 且

保守

拒盟

巨岩
l

サプライヤ

調達

ポータル

注:略語説明

CPC(C011abo｢ativeP｢OductCommerce)

D∈(DigけalEngjne如ng)

BOM(Bil10fM∈】terials)

PDM(ProductDataManagement)

SCM(SupplyChainM∂nagement)

蒜リューションの全l三吉7芸孟;三三芸芸忘£諾ござ三言蒜;㌘コ淋ションに

造業では,市場ニーズの変化に即応した

先進的な製品を,いかにタイミングよく適正

な価格で提供できるかが重要な課題となってい

る｡CPCは,研究･設計から生産･販売･保守ま

での製品のライフサイクル全般にわたる業務情報

や技術情報などを連携させ,ウェブインターネット

を介しで情報を共有することにより,協調作業を

実現するものである｡

部門別,役割別に,製品,機種,設計プロセ

ス,開発プロジェクトなど多角度から,設計,

CADデータ,生産,品質,販売,保守などに関

するさまざまなデータをモニタリングする｡

日立製作所は,日立グループのコラボレーショ

ンに関する業務ノウハウをテンプレート化し,CPC

ソリューションとして提供する｡

(サービス開始時期:2001年6月)

J別



域 けの金融ソリューション
｢日立フィナンシャル･コミュニティ+

企業では,従業員への資産管理教育の体制整備と,福利厚生などの費用削減を求

めている｡確定拠出年金の登場など,従業員は

サイト閲覧

商品購入へ

職域サービス

各種情報

日立クル¶プ従業員

｢日立フィナンシャル･コミュニティ+

資産評価アドバイス

資産一括表示

税金手続き支援

金融商品選択支援

一覧比較
各種シミュレーション

情報提供･教育

金融商品･投資
各種制度

アンケート

行動履歴

会員データベース

個人属性

アクセスログ

個人の判別が

不可能な
統計処理

優遇商品

日立グループ向けの商品

マーケット

情報

企業(日立グループ) 提携金融機関

聖弓窟仙コミュl冒豊富芸妄語誓三社業昌･提携金融鰍者にとって有効なポ→ルサイ

自己の責任で資産運用する時代となってきた｡

日立グループでは,優良な金融サービスをワン

ストップで提供するポータルサービス｢日立フィナ

ンシャル･コミュニティ(HFC)+を,2001年4月に

スタートさせた｡HFCを利用することにより,金融

機関手続きから金融情報提供までを,一貫した

従業員向けポータルとして導入できるので効率

化が図れる｡従業員は,HFCと提携した金融機

関から的確な情報を入手できるほか,優遇商品

の提供が受けられる｡

HFCと契約した金融機関は,職域を特徴づ

けるマーケット情報が人手できるので,職域に適

した商品開発･提供が容易となる｡また,金融機

関にとって,職域は均質なマーケットである｡

今回,実績のある日立製作所のネットワーク技

術,セキュリティ技術を背景に,日立キャピタル株

式会社をはじめ,日立グループ内の多くの金融

サービス事業と魅力ある幅広い職域とを,安全

に結び付けた｡今後は,日立グループで運用す

るHFCのノウハウを基に,このサービスを職域向

けの金融ソリューションとして多くの企業へ提案

していく｡

データマイニング技術を採用したASP
顧客･商品情報分析ソリューション
"ASPwithHITRMD”

契約企業(小売業)

分析クライアント

基幹システム*

･顧客情報

･商品情報

･販売実績

日立製作所のASPセンター

･新規顧客獲得アクションプラン

･固定客販売促進アクションプラン

･店舗売り上げ向上アクションプラン

･商品粗利向上アクションプラン

"ASPwithHITRMD''分析サーバ

販売実績 顧苦情報 商品情報

『ノ､跡

+章一三∵

戸買.入刀テ.ルー
即チ柑

データマイニンクシステム 並列OLAPサーバ PCサーバ

■'DATAFRONT/Se｢ver -cosmicube- HA8000シリーズ

注二略語説明ほか ASP(ApplicationSeⅣiceP｢○Vide｢)

HITRMD(HitachiReal一丁imeMerchandisingSystem)

OLAP(0nlineAnalytic∈】lP｢OCeSSjng)
*H什RMDのユーザー以外【ま別途アタフタシステムが必要

`■ASP with HITRMD”

の仕組み

ASPによるサービスのため契約企業のシステム投資低減と運用負荷軽

減を実現する｡
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曲富な分析メニューを安価に利用できる,
■

.已小売業用ASP顧客･商品情報分析ソリュ

ーション"ASPwithHITRMD''を開発した｡

このソリューションでは,顧客情報,商品情報,

そして日々収集される購入履歴を日立製作所の

ASPセンターに送信してもらい,分析バッチ処理

を行った後,結果をアクションプランとして契約企

業へ提供する｡分析メニューには,RFM

(Recency,Frequency,Monetary Value)

分析やデシル分析のほか,データマイニング技術

を採用した商品別購入ルール分析など,店舗特

性に柔軟に対応するさまざまなメニューをそろえ

た｡契約は新規顧客獲得などの業務目的別単

位となっており,オプションとして専門チームによ

る分析結果の評価やコンサルテーションサービス

もあり,現状把握にとどまらない戟略的な情報活

用を実現する｡

(サービス開始時期:2001年9月)



企≡芙警器濫孟濫霊芝漂雷雲芸㌫認諾諾芸諾竿琵
より,賓客の業務効率の向上や顧客サービスの向上のために,業種･業態に合わせた情報システムの構築

を支援している｡

卸売市

開設者
内線過言喜

缶檜l看幸β模索

申岩石害虫
報告書作成
使用料琶王聖
文買電理

来場者管理など

市況惰卓ほなどの
表示

環境映像など

用の総合情報システム
l:由林水産省は,10年ごとに卸売市場整備方

長針を定め,その計画的整備を進めている｡
1996年度に始まった第6次整備からは,卸売市

場の高度情報化が重要なテーマとして掲げられ

ている｡この初案件となる盛岡市中央卸売市場

移転･新設プロジェクトにおいて,卸売市場運営

のための総合情報システムを開発した｡

このシステムは,市場開設者による整備を前提

とし,卸売市場運営でおよそ必要と思われる諸

機能を網羅している｡その中には,荷受けなど

取り引きの基になる情報作成,取引結果と決済

のオンライン化,場内業者から開設者への業務

報告や各種許可申請,開設者の市場運営報

告,場内業者への施設使用料請求,イントラネッ

トとインターネットによる市場内外の情報受発信の

精算業務システム

買受人の買上明細や

請求書を一括して電算処理する｡

等り毒学識未使用料計算

開設者
端末

戯1

市三R†書報などの
表示用端末

PRセンター
大画面表示装置

_エゴ
市)兄

』_』二こよ
看報などの表示

テレヒ放送放映

情報検索端末

(共用)

卸売場
一

大画面

表示装置

市三兄晴雄なとの表

ヨ央像(VTR)表示

+田蓋

｢
叩

榛名十装置

R封】検量十

(ニカ 電気

(:吉〉
ガス

ー■‥ノ
上下水道

しカ
ガ+油

メータ

機能がある｡

さらに,共同利用のためのセキュリティ確保と,

システムを統括管理する情報センターの機能を

備えている｡

〔システムの主な特徴〕

(1)情報系ネットワークなど情報･通信基盤の整

備による情報伝達の迅速化

(2)情報センター設置による取引情報などの一

元的な収集･処理･蓄積

(3)取引情報処理など各種業務アプリケーショ

ンの導入による,市場関係者の業務効率の向上

他の中央卸売市場でも,これと同等またはそ

の一部に該当する情報化を堆進し始めており,

H立製作所は,場内業者の調整を含めたソリュ

ーションとして展開していく｡

(システム稼動開始時期:2001年5月)

許可申請･報告システム

市場内業者から開設者への

許可申請や報告業務を電子化する｡

市場内関係業者事務所
情報検索端末

各種怖幸6楕索
市子メール送1言一望信

品種申喜J】,報岩

崇コード
乙電言責

一土嚢l±≧岳

メー･ルサーバ
(市境関係者用)

而堤;F珂俵古r昌+

■砥子メール運用

業務処一里
サーバ

歪遥蒜‾ク羞諾
障害監視

朋
碧

入力端末
し丁

現場入力

ファイア

ウオ【ル 侶裾センターと市場外

サーバ;F二う1㌻彗 とのアクセス監ネ男

精打情報虹三望:

即打スタ摂理-もふ由一

運営管理
サーバ

WWWサーバ
(インターネット)

堤外一鰐用の
情報提供

諾空荒慧妄羞
データ量領一参照 マスタ琶理 分析,加工▲参R弓
削限設定など 稼動告辞 列部情報量緑
円■ロコⅦ■■E■

通話系ネットワーク

憤報系ネットワーク

映像系ネットワーク

会議室

歪票票端末崖道灯｡

市場管理システム

総合情報システムの主な

構成

メールサーバ

(場外一般用)

場外一般用の
電子メール運用

自動ファクシ≡

サーバ

ファクシミリ

楕手6提供

ルータ
ベ■一己二二こヽ

AS

噂報提供ヤスデム

【元管理した情報を市場内関係者が活用
する｡産地､他市場関係者､一般消費者な

どに対しても広くアピールする｡

映像系の四つのネットワーク通信基盤システムと,精算業務,

の四つの業務アプリケーションシステムで構成している｡

施設使用や課金など市場運営

の情報を管理する｡

このシステムは,情報系,通話系,計測系,

市場外

インターネット

く:≡≡≡)

市場外惜幸胃
ネットワーク

G≡≡〉
加】入

国弁慶

羞認

Eヂ
壷メ=

内線コード

レス電話

票.き

一般

.簡

ホームページ検索
電子メール送信▲受信

亀監ヨ
市場内全地域通話

各種情報検索

市場関係者
確

空き

〆

各種情報検索

電子メール送信一受信

軒
蔓等

｢驚喜慧品悪霊忘各種情事伝模索
電子メール送信･受信

各種申請･報告

内線通話

顧
ファクシミリ

注:略語説明
PBX(Pr下vate且｢;〕nCh

Exch∂nge)
RAS(RemoteAccess

SeⅣer)

許可申請･報告,市場管理,情報提供
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協同組合日専連ゆざわ納め電子モール連動

ゆざわ夢カード会員

密･プリペイド機能
･ポイント機能

･公共ポイント機能

ゆざわ夢モール会員

決済センター

クレジットデビット決済

加盟店

囁

プリベイトポイント

購入申し込み

ポイント参照,ポイント

移動指示

プリペイド･ポイント

カード情報センター

≦参

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

亡二戸1､､
′ 皇≧

舶言
卜宗+弓

Lr

】ノ

止▲i-
サーバ

加盟店情報

力一ド会員基本情報

力ード関連機能

(日)カード発行

(b)プリペイド入金

力‾ド会員購買関連闘更新邑ゆざわ夢モール連動 臼

』
淘電子モールセンター

商店街ソリューションシス

テムの構成例

店舗複合端末 誕

･カード機能を利用した支払い星

空≦羞≧望≦法振出環表夢
電子モール

公共施設･活動･タクシーなど

会員カード

〈コ
翳済

ポイント移動履歴

会員･ポイント移動履歴

買い上げ履歴

プリペイド･ポイント変動情報

加盟店や電子モールで発生した情幸削ま,各センターで処理される｡

ポイントカード(lCカード)システム

協同組合
日専連ゆざわ,アキタ電子株式

会社,株式会社誠文社,および日立製作

所の4社はコンソーシアムを結成し,平成10年度

補正予算｢中心市街地等の情報システム開発事

業+の補助を受け,｢電子モール連動型ポイント

カード(ICカード)システム+を開発した｡このシス

テムは,店舗複合端末,携帯ポイント端末,ポイ

ントカードシステム,および電子モールシステムで

構成している｡

〔主な特徴〕

(1)会員カードにはJICSAP仕様の4kバイトの

ICカードを採用しているので,顧客情報を活用

した接客ができる｡

(2)プリペイド機能やエコマネー機能など,地域

マネーへの対応ができる｡

(3)電子モールでのポイントをICカードのポイント

に移して利用することができる｡

(4)ポイントカードなどで得られた情報を随時活

用する形で情報の提供ができる｡

(発売時期:2001年8月)

国立スポーツ科学センター納めスポーツ情報システム

ス

国立スポーツ科学センター

の外軌とゲーム分析支播の
画面例

CG映像で表現することによ

り,フィールドプレイヤーの

視点からのゲームの再現や,

チームの勢力範囲の視覚的な

分析ができる｡

ボーッ医科学研究とスポーツ情報データ

ベース作成の中枢機関の役割を担う国立

スポーツ科学センターに,スポーツ情報システム

ポロノイ画面

r土1i辞:=========芋==+聖空L

ゲーム分析画面

讃手視点画面

を納入した｡

スポーツ情報システムの特徴的な機能は,(1)

選手のスポーツ医科学データを基に,学術論文

などのスポーツ情報や動作解析などの映像情報

を統合して管理し,選手の指導材料とする｢トー

タルスポーツグJニック支援+,(2)球技スポーツ

のフォーメーション分析を,短時間でCG映像を

利用して選手にフィードバックする｢ゲーム分析支

援+,(3)実写映像とCG映像および解析グラフ

を連動させてトップレベルの選手との時系列での

動作差異表示を可能とする｢バイオメカニクス支

援+などである｡

このシステムの活用により,オリンピックをはじめ

とする国際競技大会で選手が優秀な成績を上

げることが期待できる｡

(運用開始時期:2001年10月)



朋

気象庁納め気象予報業務システム
t≡F象庁は,気象情報の高度化のため,数値

乳予報を行うスーパーコンピュータシステム
〔NAPS:NumericalAnalysisandPredictiom

System(数値解析予報システム)〕を更新した｡

新NAPSで中核を成す日立製作所の｢SR

8000モデルEl+は,従来システムの約20倍の演

算性能(最大論理ピーク性能768GFLOPS)を

持つ｡この計算能力の向上により,従来の数値

NAPSの概略構成と,運

用される数値予報モデル群

スーパーコンピュータとサーバ

が有機的に結合され,数値予

報モデルなどの業務が実現さ

れる｡

SR8000モデルEl

3500.H9000Vサーバ

降水短時間予報

レータ･アメダス解析雨量

予報モデルの高精度化に加え,新たに日本付近

の詳細な予測を行うメソ数値予報モデル(水平

解像度約10km)の運用が開始された｡これに

より,集中豪雨などの局地的な気象現象の予測

精度が向上し,台風数億予報モデルとともに,いっ

そうきめ細かな防災情報の提供が可能となって

いる｡また,アンサンブル数値予報モデルの高解

像度化などにより,週問天気予報や1か月予報

の精度向上が図られている｡

(システム稼動時期:2001年3月)

メソ数値予報モデル

領域数値予報モデル

台風数値予報モデル
全球数値予報モデル

アンサンブル数値予報モデル

全球数値波浪予報モデル

ワークステーション

数値予報モデルなど

業務の実行状況監視･操作

プ邑細(J)轟示(P)
プロセッサー(P)

振ゾきブ赦41

F欄｢…--‾‾叫

21加
0810

ニ⊥㌫退
刑タイプ

潜､Jモード モー

ト先手ラJ′G
〕W

数値予報モデルなどの実行状況監視画面例

合管理システム法要諾法要賢人国審査総合管理システムを納
日本国旅券は,海外で発給される一部のもの

を除いて,現在はすべて機械で読み取ることが

できる仕様になっている｡このため,日本人海外

渡航者の出帰国確認に必要な情報は機械で直

接読み込まれ,これまでの｢EDカード+は廃止さ

れた｡

これまでは,出帰国確認に必要な情報は｢紙+

である｢EDカード+に記載されており,この情報

の管理を主とするシステムが使われていた｡｢紙+

が廃止されたことにより,出帰国確認のための情

報をその場で処理するだけでなく,即時処理機

能を持つ信頼性が高いシステムに刷新された｡

2000年7月1日に｢EDカード+が廃止されてか

ら現在までシステムは安定稼動を続けており,年

間3,000万人の日本人海外渡航者の山帰国確

認が円滑に行われている｡

L35

法務省納め出入国審査

成田空港

叫

声 軒

申請与†OK
ぎ前請∋二司

転意
確認

搭乗へ

靡

羽田空港

申請i子DK
師司

出帰国

搭乗へ

礎赫

｡伊

古講

関西空港

OK
亨J

嗣

毛+

出帰国

確喜忍.1 確認

港を接続

搭乗へ

礎誕

(2)年間3,000万人の出帰国確認を処理

出入国審査総合管理システム‡2;警誓漂芳祭器慧漂翳警
ベンダーシステム

出帰国する場合の手続壬

とシステムの開運

このシステムでは,全国の空海港を接続し,年間3,000万人以上の出帰国

確認を処理している｡



ソフトウェア

本格的なインターネット･ブロードバンド時代を迎え,情報システムには,効率性,信頼性,対陣害性などの高度化が求められている｡日立製作所は,情報システムの安定稼動実現のために,ネットワ

-クシステムの統合運用管理"JPl”をはじめ,ネットワーク管理,セキュリティ管理,データベース管理
などのミドルソフトウェア,アプリケーション構築のためのパッケージやツールを提案している｡

eビジネス環境で 客サービスを高める
統合システム運用管理ソフトウェア"JPIVersion6才”

ブロードバンドやモバイル機器などの普及によってインターネット環境は多様化し,eビ

ジネスでは,これまで以上に高度なサービスと,

サービス自体の安定した提供が求められている｡

その実現には,インターネット環境での高信頼な

システム稼動環境の構築のほか,効率的な運用

によるコスト削減の実現が必要である｡このよう

なeビジネスを支える企業情報システム構築を実

現するための統合システム運用管理ソフトウェ

ア``JPlVersion6～''を製品化した｡

"JPlVersion6～''では,これまでJPlで提供

してきた高度な信頼性,生産性,操作性を継

承,強化しつつ,グローバルなビジネス環境の中

での高品質なサービス提供の実現に向けた

"InternetServiceQualityManagement''を標

ぼうし,"Serviceabi止ty'',"ServiceSecurity”,

および"Service Cost''の三つのキーコンセプト

に基づいて顧客の企業情報システムの運用管理

を支援する｡また,これに基づく以下の三つの新

たなソリューションにより,システムのサービスレベ

インターネット

ウェブ
盟.

"JPIVersion 6∫''の

コンセプト

安定したサービスの提供,サー

ビスコストの低減,安心できるサ

ービス環境により,高品質なサ

ービス提供を実現する｡
ウェブ

SAN

注:略語説明

SAN(Stor∂geAreaNetwork)

iDC(lnte｢netD∈〕taCenter)

lSP(lnternetServiceProv〔der)

ASP(ApplicationServiceProv†der)

NSP(Net肌･0rkServiceProvider)

吉こ貫
し∃

E

喜出

いSP､ASP.NSPなど

ウェブ

ルを高めている｡

(1)利用者から見たウェブサイトやインターネット

サービスの性能監視,問題点解析などを強化し

たサービス管理ソリューション

(2)ウェブコンテンツやデータへの強力なアクセ

ス制御,内外からの不正アクセスの検知･防御

などを実現したセキュリティ管理ソリューション

(3)世界初のⅣ哺(htemetPmt∝01Ve指ion6)

ネットワーク機器管理,NAT(NetworkAddress

Translation),ファイアウォール管理など,インタ

ーネット対応を強化したネットワーク管理ソリュー

ション

情報家電に代表されるエビキタス環境は,生

活にいっそう密着した形で発展していくものと予

想される｡JPlでは,このようなシステムの環境変

化にも柔軟かつ迅速に対応し,21世紀の企業

情報システムを支える運用管理ソフトウェアのグ

ローバルなデファクトスタンダードを目指している｡

(発売時期:2001年3月)

≡聖望
"SeⅣiceab川ty”

･24時間×365日連続稼動

･安定したレスポンス性能の確保

･障害回復時間の短縮化

･サービスレベルの統合管理

"lnternetService

QualityManagement''

サービスコストの低減

OservjceCost”

･情報リソースの集中管理

･業務運用の効率化

安Jむできるサービス環境の構築

``serviceSecurity●■

･不正アクセスの検知･防止

･強力なアクセス制御
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ij

進化する企業の力となるEビジネスプラットフォーム
HCosminexusVersion4叩

ウェブ情報システムで実現するEビジネスの進化が一段と加速している｡ビジネスを早

期に立ち上げるためには,システムの性能や信

頼性,運用性,そして使いやすさも重要なポイン

トである｡

Cosminexus(コズミネクサス)は,さまざまな厳

しい要求が伴うウェブ情報システムを,スピーディ

かつ低コストに構築するためのウェブアプリケー

ションサーバである｡JavaやJ2EE(Java2Plat-

brm,Enterprise Edition),CORBA*,ⅩML

(Extensible Markup Language)などの先進

技術に対応した開発･実行環境を備え,B2C,

B2Bのウェブシステム構築から,EAI(Enter-

prise ApplicationIntegration)による異種シ

ステム統合までを強力にサポートする｡

さらに,成熟したネット社会では,企業･組織･人

が柔軟に協調し,最も価値のあるビジネスをスピー

デイに展開するコラボレーション指向のEビジネス

を実践するように企業が進化する必要がある｡

Cosm血exusVersion4は,Eビジネスのスピー

ドとクオリティを向上させるための数々の特徴を

持っている｡代表的なものとしては,知的資産の

集約とパーソナライズを図る｢ポータル+機能,社

内業務と企業間取り引きのシームレスな統合を図

る｢ビジネスインテグレーション+機能,新規ビジネ

スの迅速な立ち上げを図る｢コンポーネント+への

対応である｡

CosminexusVersion4は,進化を求めるさま

ざまの企業がコラボレーション指向のEビジネスを

実現するための強力なパートナーである｡

(発売時期:2001年6月)

注:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照

Eビジネスプラットフォーム
"Cosminexus Version

4”の概要

Cosminexus Version4の代

表的な特徴は,｢ポータル+,｢コ

ンポーネント+,および｢ビジネス

インテグレーション+である｡
経営者こ

ノヽ

‾‾■､‾‾夢｢

攣
戯画鮮

.リy

書パソコン

業務端末

PDA

携帯電話

†ネット家電

lTS

ポータル

知
的
資
産
の
集
約
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ス

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
迅
速
な
実
践

→き

M

[ノ引

R

糾恥

C

電子政府

コンテンツ

サービス

室 コンポーネント

注:略語説明

PDA(Pe｢SOn∈】lD垣什alAssistant)

】TS(lnte=gentT｢anspo｢tSystem)

CRM(Custome｢Relationsh巾Management)

ゝ邑意折田扇訝伝記-一摂｢還】起k寿賀■昌
｢

隷軍表

企
業
内
外
の
業
務
を
統
合

パートナー

企業

電子市場
_::

コンテニノツ

基幸手系業務

情報系業務
‾‾‾+‾‾‾御+‾▲

勺

女鹿

蓋ビジネ至空望聖-ション題
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略的知 用で創造 スピード経営を実現する"Groupmax
EnterpriseVersion6”ペースのワークフロlソリューション

企業内での知識財産(ナレッジ)の有効活用が注目を集めている中で,知識を蓄積,

管理し,その知識に基づいたスピードある経営が

ビジネス成功のキーポイントとなっている｡日立製

(1)最新経営データの検索

(2)類似案件の検索

l編集

(3)新規案件の作成

ランダムに蓄積した
知識の戦略的活用

の舟

｢l号巾

野案件の起案

ハし
企業内のナレッジ

一般文言,掲示板記事,
経営情矧まか

＼巧
知識管理連携ワークフロー

ソリューションの概要

自動保管

過去にワークフローで蓄積

したナレッジのラ看用も可能

′■ 審査

鮎

爛横溢諾義件喜索
決裁

GroupmaxWorkf10Wによる情報の流れのコントロールと,企業知識と

しての登毒蚕･活用の概要を示す｡

作所は,``GroupmaxEnterpriseVersion6”を

ベースにナレッジ活用のIT化を促進する,以下

の2種類のワークフローソリューションを提案して

いる｡

(1)知識ワークフローソリューション

日々の業務で発生するナレッジの活用手段と

なるこのソリューションでは,知識検索エンジンを

組み合わせ,ワークフローの案件の起案･審査･

合議･決裁の各ステージで,過去の類似案件を

参考にしたり,最新の経営データを判断材料に

することで,正確でスピーディーな企業経営を実

現する｡

(2)業務ワークフローソリューション

体系化された組織のナレッジの活用を実現す

るために,業務や資材の業務知識を取り込み,

｢総務業務ソリューション稔務ワークフロー+や｢資

材業務ソリューション購買ワークフロー+として商

品化している｡

(発売時期:2001年1月)

スケーラブルデータベース
"HiRDBVersion6H

オンライン業務はl
性能劣化しない｡

ざ一＼＼
--†.′

′

(1)静止化コマンド
を投入する｡

(2)バッファ上

のデータを

吐き出し.静‾′

止化する｡:

(3)ペア分割

コマンド投入

3畠r

オンライン業務:メンテナンス業務

銅雷雨‾済迅′量6
■

パッチ業務

データベースバッファ データベースバッファデータペlス/てップア

ペア状態

マスタ

レプリカ

姐
マスタ

完全に独立して

動作が可能

HiR【】BVe｢sion6による

ノンストップ運用例

レプリカ

山sANRトS∈汀

レプリカ

(4)高鮮度レプリカデータベース

を用いた業務が同時に実行で
きる｡

データベース静止化機能とインナレプリカ機能により,データベースシス

テムをノンストップで運用することができる｡

ノンストップサービスが求められるネットビジネスでは,オンラインサービスと並行したデ

一夕ベースメンテナンスやバッチ業務の実行,耐

障害性,さらに,運用の容易性などが重要なポ

イントとなる｡

"HiRDB Version6''は,日立製作所のディ

スクアレイ サブシステム"SANRISE''のペアボ

リューム作成機能``MRCF〔Multiple RAID

(Redundant Array ofIndependent Discs)

Coupling Feature〕''や,ミラーリングソフトウェ

アのミラー化機能を使ってデータベースを多重化

(刀垂化)する｢インナレプリカ+機能,および任意

の時点でデータベースを整合性の取れた状態と

する｢データベース静止化(バッファの更新情報

をデータベースに書き込む)+機能を持つ｡両者

の機能を組み合わせることにより,オンライン処理

に影響を与えることなく多様な業務(再編成,バ

ックアップなど)を並列に実行することができ,サ

ービスをノンストップ化する｡

(発売時期:2001年6月)



臼

最新インターネット
バンキングシステム

FtNEMAXセンター

金融後閑ごとのシステム構成)

l[te｢[et自那ki〔gSeⅣe｢

巳Hlnte｢net白ankingSeⅣer
forBrowser

ざ二二⊃Jl

＼_+_+

各金融機関

勘定系システム

ユ
ーザープログラムが不要で,短期間にイン

ターネットバンキングシステム(IBシステム)

/
つ〕

1■

一丁

慧監事3/

N通信会社
電話*3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

各種チャネル用
コンテンツ

ユーザープログラム

SeⅣ

仁二二‡
【
r

｢｢‾｢蚕豆東森繭
喜 各種チャネル用
/ コンテンツ

書_ユーザープログラム

各金融機関

勘定系システム

注:*1｢他社登録商標など+(15日ページ)を参照

*2 共同利用する場合は.全金融機関で同じ業務仕様･運用となる｡

*3通信会社との契約により,専用線接続も可能

;芸…謡忘ぶンキングIF･NEM蛸センタ噛挿朋システムのシステム構成例を示す｡

構築を実現する"Internet Banking Server”

(発売時期:1998年11月)と,金融機関独自画

面(コンテンツ･ユーザープログラム)をブラウザ用

に開発してⅡミシステム構築を実現する"hternet

Banking Server丘)r Browser''(発売時期:

1999年12月)を用いたネットワークバンキング共

同センター``FINEMAX''が稼動している｡ブラ

ウザ用のIBシステムでは,金融機関独自画面

(コンテンツ･ユーザープログラム)をチャネルごと

(携帯電話,テレビなど)に対応させることにより,

さまざまなチャネルでIBシステムを利用することが

できる｡

金融機関のシステムの共同化動向を踏まえ,

IBシステムを複数の金融機関で共同利用できる

ように対応を囲った(発売時期:2001年8月)｡今

後は,銀行サービスの拡充とともに,ブラウザか

らのショッピングや納税などの決済を可能にして

いく｡

高速ビジュアルシミュレーションで迅速な意
強力にサポートするHSCPLAN”

事業吉β

需
要
予
測

販
売
計
画

SCPLAN/在庫補充計画

SCPLAN/供給計画

!･SCPLANノMRP≦

[垂垂垂垂コ

計画業務の流れと｢SC･

PLANシリーズ+の適用範田

販売計画からラインヘの製造指

示までの計画立案菓務における,

SCPLANシリーズの各モジュー

ルの適用範囲と画面例を示す｡

′′てこ

製造ライン

磯野)イノ

部品ベンダー

芸を至_重き
Ⅷ｢仙m･､-ら粥羞謝

l

一‾-■く
〟,,1 弓l 蒸和一‾‾ ■ノ･■-

叫†淵■一項
細筆専 一1_.........__..,.........

箋一号苫

∧稚
`

､地

J.盟■

∃■畜
____`〈

_う.

ここ三:ニコ

芝≡‾

;芸こ

‾∴-+丁‾‾議蒜i忘---‾-‾‾-‾諒

=二∃彊璧無意右手r‾こニ】‾■‾
-■一‾‾‾一‾

‾‾≡∈≡i

社

決定を

内外のSCM(Supply Chain Manage-

ment)改革で培ったノウハウを集め,バッ

ケージ化した｢SCPLANシリーズ+は,高速計算

エンジンを中核とした計画シミュレーションにより,

計画サイクルの短縮化と先手管理を可能とする｡

また,製品別･業務別･ライン別など,さまざまな視

点からの表示画面により,迅速な意思決定を支

援する｡

このたび,上流工程側に在庫補充政策を立

案する｢SCPLAN/在庫補充計画+を,】F流工程

側に生産現場のスケジューリングを立案する

｢SCPLAN/納入計画+をそれぞれ製品ラインアッ

プに加えた｡これにより,サプライチェーン全体の

幅広い業務に対して最適化を図ることができる

ようにした｡

(発売時期:2001年11月)
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独自のDARMA技術による強じんなセキュリティソフトウェア
"Ex･ManagerHackerSafe”

ハッカー

ウェブサーバ

インターネット
′--▲､/‾＼′‾一‾＼

ファイアウォール

攻撃

ウェブサーバ

〆㌦】一㌦一㌦

CG-など アクセ石孟妄㌫毛諾クラム
… Windows

L近竺竺竺三三山里仰
望

ウェブの

コンテンツ

Ex【Manage｢カーネル

ポリシーファイル

ログファイル

注:略語説明

CGl(CommonGatewaylnter†ace).DAL(DARMAAbstractionLayer)

蓋ぎ謂冨諾賢】貢ご三諾諾芸慧誓妄語たユーザー･プログラム以

Hacker
Safeは,ファイアウォールだけでは

ガードしきれない外部攻撃から情報資産

(ファイル)を保護するソフトウェア製品である｡

ファイルアクセスにかかわる｢ユーザー+と｢アク

セス用プログラム+を特定することで厳密なアクセ

ス制御機能を実現するとともに,ポリシー情報と

アクセスチェック プログラムをDARMA(De-

pendableAutonomousHardRealtimeMan-

agement)技術によって隠ぺい,保護することに

より,堅ろうなセキュリティ構造を実現する｡既知

の攻撃はもちろんのこと,未知の攻撃からもファ

イルを保護することができる｡

(発売開始時期:2001年10月)

改ざんされたホームページ情幸帥流出を防ぐ
｢コンテンツチェックシステム+

ウェブサーバ

′J

‥】+

コンテンツチェックシステムの構成

コンテンツチェックシステム
(インターネットマーク/G日te)

OK

…且¶一一軒

ア
ル

イ
一

ア
オ

フ
･
ウ

出ていくコンテンツを常に監視し,
不正な情報を送出しない｡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小

一

ホームページ作成時のデータを根拠情報とし,ウェブサlバか

ら発信するデータを常に監視する｡

子政府や電子商取引などのホームページ

Riを介したサービスでは,ホームページの信

頼性の維持が重要な課題である｡一方,ハッカ

ーによるホームページへの改ざんが多発してい

るため,ホームページに対する不安感を持ってい

る利用者は多い｡

日立製作所のコンテンツチェックシステムで

は,ウェブサーバから発信する情報が改ざんさ

れていないかを常に監視し,情報が改ざんされ

ている場合は,｢ただいま準備中+などの代替ペ

ージを瞬時に送信し,不正な情報の送出を防止

する｡

(発売時期:2001年7月)

分散組込み型ファイアウォール"PointGuard”

セキュア通信プロトコル■-sTP*'暑による操作競合の排除
遠隔からの安全な操作

操作権限に基づく排他制御

LPネットワーク

芳三.㌍欝芹能1
マシンに実装

コントローラ サーバ

｢ ル

PG

⊥⊥空ピ

豊吃
監視端末

操作端末

lD

こニア

デバイス

システムの状態変化に応じて
利用者･利用機能を動的に制限

･動的ポリシー制御

組込みコントローラヘの

ファイアウォール‡彗載
一･小容量

･ディスクレス

家庭内機器

ラ主:略語説明ほか

ID(ldentifier).1P(lnternetPrDtOCOl).PG(PointGuardの実装個所)

*STP(SecureTele-OPeraてionProtocoりは.情報処理振興事業協会(1PA)から委託を
受けて開発したプロトコルである｡

蒜仙ard”の批l慧設㌫諾レなセキュリティ離を分散組込み型ファイアウオー

舶r

ネソトワーク経由の不正攻撃からサーバやコントローラを守るための分散組込み型フア

イアウォール"PointGuard”を開発した｡Point

Guardが一般のファイアウォールと異なる点(特

徴)は,(1)遠隔からのシステム操作の競合を排

除できるセキエア通信プロトコル``STP”をサポー

ト,(2)コントローラへの搭載,(3)システムの状

態変化に応じて利用者や利用機能を動的に制

限,および(4)サーバへの分散実装が可能なこ

とである｡

これらの特徴により,PointGuardは,プラント

監視に加え,遠隔からの家庭内機器制御など広

い分野に適用できる｡

(発売時期:2001年11月)



本格的なインターネット･ブロードバンド時代を迎え,サーバ,通億機器,記憶装置,関連機器には,その高僧頼化,高速化,大容量化,小型化,および省エネルギー化が求められている｡日立耕作所は,顆客

のシステム規模に合わせ,最適な機器を選択して利用することができるラインアップを捷奏している｡特に,

増大する情報の管理,統合,共有のためのストレージネットワークとして,｢SANRISE NETCENTURY

シリーズ+を提案している｡

SAN/NAS統合を実現したストレージシステム
｢SANRISENETCENTURYシリーズ+

近年,多様化するシステムの中で,異なるプラットフォーム問でファイル共有を可能にす

るNAS(NetworkAttachedStorage)へのニー

SANRtSElOOONETCENTURY

UNトXサーバ

Ethe｢∩【∋t

NAS運用

(NFS) NAS PCサーバ

クライアント (CIFS)

う垂妄至二〕
‾tト

>
＼▲

｢K

SANRISE2000′/1000

SANl刊S∈NETCENTURY

SANRISE2000NETCENTURY

Ethe｢net

SAN

注1:

ヰー叫(NAS運用のデータ)

◆→(SAN運用のデータ)

SANクライアント

⊂コ書

SAN運用

Cサ【パ

SAN経由バックアップ

テープアレイ装置
`sANRrS〔TF350■

SANRISENETCENTURY全体の接続構成

注2:略語説明ほか NFS(NetworkFileSystem),CIFS(CommonlnternetFileSystem)
FC(Fib｢eC佃nnel)

*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照

ズが高まっている｡そのため,SAN(Storage

Area Network)接続のディスクアレイサブシ

ステム｢SANRISE2000/1000シリーズ+に加え,

NASに本格的に対応できる｢SANRISE NET-

CENTURYシリーズ+を開発した｡

このシリーズでは,UNIXベースのNASエンジ

ンにSANRISE2000またはSANRISElOOOを組

み合わせることで,従来のSANスルージ領域に

加え,NAS共有ファイル領域の設定を吋能とし,

両領域の共存を実現する｡これにより,高性能,

高信頼なストレージー元運用管理が可能となる｡

SANRISE2000NETCENTURYは大規模

ウェブホスティングなどシステムレベルの高可用性

が必要な環境に,SANRISElOOO NETCEN-

TURYはウェブコンテンツ管理や部門レベルのファ

イル共有など中小規模のシステム環境にそれぞ

れ適したシステムである｡

〔主な特徴〕

(1)可用性で高い評価を受けているSANRISE

シリーズにクラスタ構成のNASエンジンを組み合

わせることにより,単一故障を克服したアーキテ

クチャを提供

(2)クラスタ上のリソース設定を完了して提供す

るので,直ちに既存のネットワークに接続し,ディ

レクトリ設定とユーザ設定を開始することが可能

(3)SAN/NAS混在領域を1台の装置で提供

し,SAN,NASいずれのアクセス形態でもオン

ラインで容量を追加することが可能なので,集中

ストレージ監視や統合バックアップなどによってス

トレージ管理コストを削減する,効率的なストレー

ジコンソリデーションを実現

(発売時期:2001年6月)
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｢SANRISE2000シリーズ+
の機能エンハンス

大規模SAN(StorageAreaNetwork)環境での効率的なストレージコンソリデーショ

ンのかなめとして開発した｢SANRISE2000シリ

ーズ+(最大約27Tバイト)の機能をエンハンス

した｡

〔エンハンスした主な機能〕

(1)ハードウェアのマイクロプログラムのチューニ

ングによって性能向上を実現(ランダムリード性能

大型ディスクアレイサブシ

ステム｢SANRISE2000

シリーズ+

大規模なSAN環境でのストレ

ージコンソリデーションに対応で
きる,高速性･大容量･高信頼

性を実現している｡

SANR旧E2800(最大構成)

SANRISE2200

は従来比最大60%向上)したほか,2Gビット/s

のファイバチャネル接続にも対応

(2)リモートコピーの正副サブシステム問をファイ

バチャネル化することでホストアクセス処理性能

を4倍にするなど,データプロテクションとデータ

シェアリングの運用性を向上

(3)アクセス負荷をサブシステムのポートごとに

制御する優先ポート制御機能に,新たにサーバ

(WorldWideName)ごとの制御を追加すること

により,重要オンラインサーバのアプリケーションを

優先処理

(発売時期:2001年6月)

Ethe｢net

メイン
UNlX

サーバ

r
____一一‾

r′
＼---

＼
㍉

SAN

Windows

サーバ

テープ装置

SANRISE2800

｢SANRISElOOOシリtズ+の機能エンハンス

SAN(StorageAreaNetⅥrOrk)環境での効率的なストレージコンソリデーションのかなめ

として開発した｢SANRISElOOOシリーズ+(最大

小型ディスクアレイサブシ

ステム｢SANRIS∈1000

シリーズ+

SAN環境でのストレージコンソ

リデーションに対応が可能な,

高性能･高信頼性を実現して

いる｡

SANRISE1200

フロアモデル

SANRISEll00

フロアモデル

SANRISE1200

ラックマウントモデル

醜産
SANRISEllOO

ラックマウントモデル

6.6Tバイト)の機能をエンハンスした｡

〔ェンハンスした主な機能〕

(1)2Gビット/sファイバチャネルのサポートによ

り,従来の2倍のデータ転送速度を実現

(2)毎分1万5,000回転のHDD(Hard Disc

Drive,18Gバイト)をサポートすることにより,ト

ランザクション性能を向上

(3)MRCF-Lite〔Multiple RAID(Redundant

ArrayofIndependentDiscs)CouplingFea-

ture-Lite〕機能をサポートすることにより,同一サ

ブシステム内部に論理ボリュームのレプリカを作

成することができる｡このレプリカを使用すること

により,アプリケーションサーバとLANの負荷を

増やすことなく,オンライン業務と並行してのバッ

クアップを実現

(発売時期:2001年6月)
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エンタープライズサーバ
｢EP8000シリーズ+

｢EP8000シリーズ+のハ

イエンドモデル"∈P8000

690”

最大32個のプロセッサを1台

のラックに搭載できる｡ラックに

は,エナジーモザイクを基調とし

た先進的なデザインを採用して

いる｡

オープンプラットフォームのミッションクリティカル業務用の高性能･高信頼UNIXサーバ

｢EP8000シリーズ+でのラインアップの強化として,

ハイエンドモデル"EP8000690”を含む5モデル

を新たに開発した｡

"EP8000690”では,クロックレート1.3GHzまた

は1.1GHzのPOWER4プロセッサを最大32個

搭載し,新たに開発した高速大容量レベル3

キャッシュメモリと組み合わせることにより,世界

最高水準の性能を実現した｡システム運用の自

由度を高めるために最大16分割が可能な論理

分割機能をサポートし,サーバコンソリデーション

などのニーズに対応している｡

また,電源･フアン･ディスク･PCI(Peripheral

ComponentInterconnection)アダプタのホッ

トスワップ機能を始めとし,PCIバス障害回復機

能など多くの機能をサポートして,信頼性のいっ

そうの向上を図っている｡

(発売時期:2001年10月)

アプライアンスサーバ
｢HA8000･ieシリーズ+の展開

近年のインターネットビジネスの拡大に伴い,導入･運用･管理が簡単な｢アプライアンス

サーバ+が注目されている｡アプライアンスサーバ

では,特定の機能を専用ハードウェアとソフトウェ

アの組合せで提供するので導入時の工数が低

減できるほか,専用管理ユーティリティの利用に

｢HA8000-ieシリーズ+の

ラインアップ

豊富なラインアップでインターネ

ットシステムの構築をサポートす

る｢HA8000-ieシリーズ+の構成

を示す｡

フロントエンド層

外部からのアクセスを.

安全かつ高速に処理

凸
ファイアウォールサ冊バ

ーsecureTopd

キャッシングサーバ
中webM∈ヨ×”

負荷分散装置

"LoadFlowb∂ド

SSLアクセラレータ

川securespace

ウェブを使い,
アプリケーションを

効率的に処理

凸
ウェブ･メールサーバ

`■webLand''

アプリケーションゲートウェイ
】webPlanet”

オールインワンサーバ

"lnterStation

143

より,運用･管理が簡単になる｡

日立製作所は,このアプライアンスの分野に早

くから取り組んでいる｡｢ⅠIA8000-ieシリーズ+で

は,ウェブ･メールサーバ,キャッシングサーバ,

NAS(Network Attached Storage)サーバ,

負荷分散装置,SSL(Secure Socket Layer)

アクセラレータといった多種にわたるアプライアン

スサーバ群を製品化しており,事前検証サービ

スや豊富なサポートサービスメニューと併せて,

インターネットビジネスの構築をサポートしている｡

バックエンド層

増え続けるデータを整理し,

安全かつ簡単に管理

凸
NASサーバ

句NetStorage

注:略語説明

SSし(SecureSocketLayer)

NAS(NetworkAttachedStor∈】ge)



lPv6対応ギガピットルータ｢GR2000シリーズ+の機能エンハンス

インターネットの帯域不足とアドレス不足問題を同時に解決するため,ギガビットルータ

｢GR2000シリーズ+では,次世代インターネットプ

ロトコルIPv6(Internet ProtocolVersion6)

をハードウェアで転送処理するエンハンスを行っ

た｡これにより,コンピュータからモバイル端末,情

報家電までつながるユビキタスネットワークの高速

バックボーンを実現する｡

〔主な特徴〕

(1)高速なIPv6パケット処理

膨大なアドレス空間(2128個)を持つIPv6の基

本プロトコルをサポートし,パケット転送処理をは

二:±空■摂■ 感望禦警警野㌢

GR2000-1B GR2000-2B

GR2000-2S GR2000-4S GR2000-6H GR2000-10H GR2000-20H

罪悪詔旨設‡;基いPv6順のハ‾ドゥェアで高速にル【ティング処理する0

じめ,通信サービス品質(QoS)制御,フィルタリ

ング,トンネルなどのIPv6機能を専用ハードウェ

アで実現し,実際のIPv6利用環境での高速通

信を可能とした削｡

(2)高い適用性とスケーラビリティ

企業から通信事業者用までをカバーする7モデ

ルでラインアップを構成する｡低速(64kビット/s)

から超高速(2.4Gビット/s)まで各種回線に対応

している｡また,小規模から大規模なネットワー

クに適用する各種IPv6対応ルーティングプロトコ

ルを実装した｡

(3)柔軟なIPv6運用管理

IPv4からIPv6への各種移行支援機能(デュ

アルスタック機能,トンネル機能)を装備している｡

また,Ⅳv6固有の各種ネットワーク管理情報を収

集したり,疎通確認などの各種運用管理機能を

サポートしている｡

(発売時期:2001年5月)

※)GR2000-2SのIPv6は,ソフトウェア処坤だけをサポート

セキュリティ機能を強化した
｢FLORAシリーズ+

ビジネス用途に要求される

セキュリティ

重要な機密情報を扱うビジネス 企業内

用途のクライアントパソコンに

は,さまざまなセキュリティ機能

が要求される｡

USB(UniversalSerialBus)

ベイキーボード(｢FLORA300

シリーズ+のカスタムメイド対応)

に装着したスマートカードリー

グ･ライタユニット(オプション)

軒ご醗酵

不正使用防止 盗難防止

貢ご…要言--;テ妻子∴ミ萱蔓ウイルス対策 毒
ネットワークにおける

安全性を確保

インターネット

｢＋｢支社･支店一 取引先 ■社員のモバイル機器

インダーネットの普及と通信基盤の整備により,企業･個人を問わずインターネット経由

で手軽に情報にアクセスすることが可能になった

反面,重要な情報が危険にさらされる可能性も

高くなっている｡

このようなセキュリティのニーズに対応するた

め,｢FLORAシリーズ+のセキュリティ機能を強

化した｡

〔主な特徴〕

(1)第三者の成り済ましによる不正使用を拒否

し,情報の漏えいを防ぐため,スマートカードに

よる個人認証機能を搭載

(2)ネットワークでの情報の安全性を確保するた

めの暗号ソフトウェアと,ウェブサイトのデータ改

ざんを防止する改ざん検知プラグインをそれぞれ

添付

(3)ウイルス対策ソフトウェアを標準添付

(4)物理的な盗難を防止するための施錠機構

を装備

(発売時期:2001年7月)



`下LORA,,パソコンのカスタマイズ版
｢日本代表チームモカHと｢Reysolモカり

"FLORAll(フローライ

レブン)''の日本代表チーム

モデル(左)とReysolモデ

ル(右)

トップカバーは,｢日本代表チ

ームモデル+が9エ程,｢Reysol
モデル+が6工程の焼き付け塗

装仕上げとしている｡

顎

パソコンのコモデティ化に着目し,2002年ワ
ールドカップサッカーに同期させたカス

タマイズ版パソコン"FLORAll”2モデルを発売

した｡

｢日本代表チームモデル+では,財団法人日本

サッカー協会のエンブレムと,チームカラーでデザ

インしたトップカバー,サッカーグラウンド(ピッチ)

をデザインしたポインティングパッドを特徴とし,チ

ームカラーで統一したマウスとキャリングバッグを

付属品としている｡2モデルとも,チームまたはク

ラブエンブレムに自分の名前を刻印することがで

きる｡

(発売時期:2001年7月)

新しい情報の口｢インターネット
アプライアンズ`FLORA･ie55mi”+

｢インターネットアプライア

ンス"FLORA-ie55mi”+

クレイドル(置き台)を使ってモ

バイル用途とデスクトップ用途

を両立させたはか,内蔵無線

LANによるワイヤレス化によっ

て用途をさらに広【fた｡

･マンションや住宅での情報端末

●ケーブルレスの
インハウスモバイル機器

ァ｡慧堤ブント,吼Vj
店弼での商品管理やオフィス

でのイントラネット端末.-CA

クライアント端末

凝

確鞄醜/

注:略語説明

ICA(lndependentComputingArchitecture)

イントラネットが企業の情報基盤となり,インターネットが人と人,人と企業をつなぐ社会

的基盤となる中で,それら情報の窓口となる商品

として,｢インターネットアプライアンス``FLORA-ie

55mi”+を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)Linuxの採用によってユーザーインタフェー

スなどのカスタマイズ要求に柔軟に対応できるほ

か,専用システムの構築が容易

(2)ビジュアル情報をカバーする10.4型TFT

(Thin Film Transistor)液晶ディスプレイを用

いたタッチパネルによる簡単操作

(3)スピンドルレス〔HDD(Hard Disc Drive)

レス,フアンレス〕による静音化,防じん･防滴,頑

強性

瞬時に稿を読み取るスタンド形カラーイメージスキャナ"Blinkscan”
スタンド形カラーイメージ

スキャナ"Blinkscan”の

BS20モデル

スキャナや書画カメラなどとして

さまざまな用途に適用でき,カ

ラー原稿もシャッタを切る感覚

で入力がすぐにできる｡

胃酵′

業界最先端の技術｢画素ず

らし+方式を採用し,

1,200万画素レベル

の人力と,A4サイズ

の原稿を約3秒でス

キャンができるスタン

ド形カラーイメージ

スキャナ"B山1kscan”

を開発した｡非接

触･高速･高精細であることから,ウェブコンテンツ

製作,印刷出版,書画カメラなどへ幅広く適用

できる｡

〔主な特徴〕

(1)約3秒でA4フルカラー原稿の人力が吋能

(2)1,200万画素の高画質を実現(OCR適用)

(3)非接触で,多様な紙質,サイズ,厚みに対応

(4)日立製作所の環境適合製品(一部に無鉛

はんだ採用)

(発売時期:2001年2月)
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払込書取引機能とATM機能を
包含した｢コンパクト多機能ATM+

コンパクト多機能ATM
"HT_2853･･ ■■■-

イメージ処理技術によって払込

書取り引きを可能にするととも

に,狭い場所にも設置ができる

ように小型化を図った｡

幣や硬貨,カード,通帳などを扱う従来の

ATM(現金自動取引装置)で提供してい

たサービスに加え,払込書取り引きの現金決済･

口座決済とバリアフリー(ハンドセット,点字表示

器)に対応した多機能ATMを開発した｡

内部機構部の小型化技術の確立によって業

界最小水準の機器サイズを実現し,狭い場所へ

の設置を可能とした｡また,イメージ処理技術を

駆使することで払込書の記載文字の正確な読取

りを実現し,利用者の操作時の負担を軽減した｡

(発売時期:2001年4月)

新紙幣還流機構を載した省スペース
大容量の中国金機関用還流ATM

中国金融機関用還流ATM

"HT-2845”

新型の世界対応紙幣速読機構

により,中国紙幣の還流,装置

の省スペース化,大容量を実

現した｡

男甲

中国の金融機関用として,新紙幣還流機構を搭載したATM(現金自動取引装置)を

製品化した｡

新型の世界対応紙幣還流機構を搭載し,設

置面積を国内製品比で約60%〔幅57×奥行き

63(cm)〕と縮小しながら,長時間の無人運用が

可能な大容量(紙幣容量:7,000枚)を確保した｡

入金と出金の機能を一本化したほか,最大100

枚の一括出金ができる｡大型の15型液晶ディス

プレイを装備し,ウェブ対応ソフトウェアの採用に

よってインターネット感覚のタッチパネル操作が

可能である｡

(発売時期:2001年2月)

無線LANとBluetooth対応のワイヤレスソリューション

オフィスでのワイヤレスソリューションとして無線LAN製品を,モバイル用途として

他社B山et00th内蔵 モバイル機器
携帯電話

インターネット

Bluet00th内蔵ノートパソコン

Bluetooth

Trダ
USBアダプタ

デスクトップパソコン

サーバ

thernet
ハブ

=

j

アクセスポイント

無線LAN

PC力】ド転三三‰オフィス
ノートパソコン

基-ニニメお
ノートパソコン

琴
デスクトップパソコン PCカードアダプタ

注:略語説明 USB(UniversalSerialBus)

器諾若山et｡Othのl雪男諾書芸蒜芸;tを鰍するoB･uetoothでは･シリアルケー

4$l

Bluetooth*対応製品をそれぞれ開発した｡

〔主な特徴〕

(1)無線LANでは,ハブにアクセスポイントを接

続することでワイヤレスネットワークを簡単に構成

できる｡PCカードとPCカードアダプタでノートパソ

コンとデスクトップパソコンのどちらでも利用が

可能

(2)Bluetooth対応製品では,パソコンどうしや

パソコンと携帯電話などを簡単に無線接続し,い

つでもどこでもインターネットにアクセスできる｡

(発売時期:Bluetooth内蔵ノートパソコンは2001年

12月,その他の製品は2001年10月)

往:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照



通侶システムには,社会･種済活動や国民生活に不可欠な社会インフラストラクチャーの一つとして,多様化,高速化,大容量化,高僧頼化,高セキュリティ化,および桂済世が求められている｡日立聯

作所は,キャリヤやエンタープライズのネットワークソリューションとして,高速･大容量光トランスポート

システム,バックボーンノード,高速モバイルデータ通信基地局,各種アクセス系システムを開発した｡

DWDM光トランスポートネットワーク
を支えるOSEMソリューション

光トランスポートネットワークのバックボーンでは近年,DWDM(光波長多重伝送)シス

テムの導入が進み,中でも,大容量トラヒックの

伝送が可能なチャネル当たり10Gビット/sベース

の製品が普及している｡

このような状況に対応して,日立製作所は,

10Gビット/sx128チャネル,1.28Tビット/sの

DWDMシステム"AMN6100''を投入してきた｡

このたび,DWDM光トランスポートネットワーク

の発展にこたえ,AMN6100の機能向上を図る

OSEM(OpticalSignalExpander Module)

を開発した｡OSEMでは,1,040kmを超える伝

送の要求にこたえ,最大8,000kmの伝送を実現

し,布設済みのファイバを有効に活用する波長

変換機能や柔軟なネットワーク構築を実現する波

長切換機能の拡充により,光トランスポートネッ

トワークソリューションを提供する｡

なお,AMN6100は,米国グローバル･タロツシ

ング社と米国ノーライトテレコミュニケーションズ社

が提供する光トランスポートネットワークに導入さ

れている｡

〔OSEMの主な特徴〕

(1)1,040km伝送を可能にした長距離化技術

に加え,LA(Line Ampli鮎r:中継装置)内で

の信号補正と増幅処理により,伝送光劣化要因

(ゲインチルト,分散,偏波モード分散など)のい

っそうの改善を可能にし,最大8,000kmの伝送

ができる｡

(2)波長変換機能では,バンド単位でのネットワ

ーク設計を可能にし,ファイバ伝送条件に合わせ

た最適な波長を選定することができる｡

(3)波長切換機能は波長単位でのネットワーク

設計を可能にし,伝送路ごとの条件(ファイバの

種類による損失特性など)に左右されることがな

いので,メッシュネットワークヘの対応が図れる｡

(4)波長単位で任意のLA内に搭載できるコン

パクトデザインにより,中継局の施設スペースを有

効に利用することができる｡

(発売時期:2001年9月)

DWDM光トランスポート

ネットワークへのAMN

6100/OS∈M適用例(概

念図)

AMN6100では,uに搭載され

たOSEMの波長切換機能によ

り,伝送路やトラヒックに応じた

柔軟なネットワークの構築が可

能である｡

クライアント側へこ

クライアント側へ

32チャネル

64

チャネル

ET

ET

32チャネル

64チャネル

ET LA

(OSEM搭載)

16チャネル

クライアント倒Jへ羊て`二‡

32チャネル

LA

(OS∈M搭載)

128チャネル

LA

32チャネル

(OSEM搭載)

二∴■二

■†

80チャネル

波長変換機能による

SMF-NZDSF変換

32チャネル

ET

信号補正と増幅処理による

1,040kmを超える伝送

1.040km以上

32チャネル

波長切換機能

LA(OSEM搭載)

28チャネル

う主1:略語書見明ほか

′〔SMF(SingleModeFiber)〕
椰〔NZDSF(NonZeroDispersionShiftedFiber)〕

巨T(EndTe｢min∈】l:端局装置)

注2:AMN6100は.ETとLAで構成

概念囲のため,OSEMを搭載しないLAは省略
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DWDM光トランスポートネットワーク用
OTN対応トランスボンダ

長距離系バックボーンでは,10Gビット/sの伝送能力を持つDWDM(光波長多重伝

送)システムの導入の進展に伴い,ITU-T勧告

に基づく,大容量のOTN(OpticalTransport

Network:光トランスポートネットワーク)の構築が

世界的に進められている｡

日立製作所は,10Gビット/sのDWDMシス

テム"AMN6100”とともに,その波長収容能力を

有効に活用するための波長変換装置(トランスボ

ンダ)"AMN7100''を開発した｡この装置は,

SONET(Synchronous OpticalNetwork)や

SDH(Synchronous Di由td托erarchy),ATM

(AsyncbronousTr肌S良さrMde),高速Ⅳ(hter-

net Protocol)ルータなどの各種機器からの

2.4G/10Gビット/sの信号を,OTN準拠の波長

グリッドを持つ10Gビット/s信号に変換するもの

である｡

DWDM側にはITU-T勧告"G.709”準拠の

OTNインタフェースを採用し,それに準拠した管

``AMN7100”

l≦≡】■叫'′::丁二号-.･-

う叫〉t【三

2.4G/10Gピット/slOGビットノS

OTN対応トランスボンタと

DWDM光トランスポートネ

ットワーク

OTN対応トランスボンダ

``AMN7100”により,各種機器

を大容量/〈ックポーンに効率よ

く収容することができる｡ SONET

SDH

lPルータ

4畠

理機能とFEC(Forward Error Correction:

誤り訂正機能)を持つ｡これにより,DWDMの

10Gビット/sの伝送能力を最大限に活用するこ

とができる｡

この装置は,DWDMシステム"AMN6100”と

ともに,米国グローバル･クロッシング社とノーライ

トテレコミュニケーションズ社のネットワークで稼動

中である｡

〔OTN対応トランスポンダの主な特徴〕

(1)カード形式で下記2機種を提供

(a)10Gビット/s対応トランスボンダ

(b)2.4Gビット/s対応多重トランスボンダ

(2)各種クライアントインタフェース

SONET/SDH/ATM/高速IPルータなどの

各種機器の収容が可能

(3)高密度実装

ユニット当たり11カード,架当たり33カード(最

大330Gビット/s)の高密度実装を実現

(4)FEC機能

ITU-T勧告"G.709”準拠のFEC機能搭載に

よる伝送性能の改善

(発売時期:2001年3月)

DWDMネットワーク

128チャネル(最大)

ET

■`AMN7100''

順l小:;ご㌔ノ■■q

l

′‾､一1,也)!

2.4G/10Gビット/s

SONET

SDH

】Pルータ

FEC機能による
伝送性能の改善

トランスポンダ山AMN7100''の外観

j榊卓卓卓ii:こヨミ背中由手

H｢rAqll

今叫N?!q□

;主:略語説明

巨T(巨ndTerm至nal二端局装置)

LA(+ineAmplifie｢:中継装置)



ATMバックボーン用80Gピット/s
多重分岐伝送システム

ATM多重分岐伝送システ

ム(ATM･ADM)による

ATMネットワークの構成例

ATM･ADM間の接続によって

ATMバックボーンネットワークが

構成され,ATMクロスコネクト

装置として機能する｡

監視制御ネットワーク

2.4Gピッ

1

ATM-ADM

ATMバックボーン
ネットワーク

2.4Gビット/s

ATM-ADM

00Mビット/s

ユーザー端末

OpS

2.4Gビットノs

600Mビット/S

ATMアクセスネットワーク

ATM-

ADM

ユーザー端末

注:略語説明

OpS(OperatiDnSystem)

ATM-ADM(ATMAdd-DropMultiplexer)

情報化社会の発展によるデータ通信トラヒッタの増加に伴い,映像や音声など各種

ATM(AsynchronousTransferMode)トラヒッ

クの通信品質を保証しつつ,効率的かつ柔軟

に収容するバックボーン用伝送システムが求めら

れている｡

このニーズにこたえるため,ATMバックボーン

用80Gビット/s多重分岐伝送システムの納入を

NTTコミュニケーションズ株式会社に2001年3月

から開始した｡現在,ディジタルテレビ中継網設

備としてフィールド評価中である｡

〔主な特徴〕

(1)高密度実装によって省スペース化が図

れる｡

(2)複数のサービス品質クラスをサポートするト

ラヒック制御機能を持ち,多様なサービス品質に

柔軟に対応することができる｡

(3)指定された時刻に指定されたコネクションの

設定を自律実行する予約機能により,保守運用

の省力化が図れる｡

lMT･2000用

ATM形多重化システム

-

ATM-S-MUXの外観

携帯
電話

携帯

電話

携帯

電話

移動体
基地局

移動体
基地局

移動体
基地局

酔夢爵さ有虚亜厚顔身晦ATM･

MUX

懲魯亀芸㌫昏息骨癖専用線網

ATM一

旬.も魯単軌魯囁≠♂MUX

｢喜+≧+

凄

ATM-MUXの外観

｢志
NTTドコモ

のATM網

+

器量品;;三三冨l認諾孟宗誤認冨三MUXを集約し'小規模のATM‾S‾MUXは

第三世代携帯電話システム(IMT-2000)用アクセス系伝送装置のATM(Asynchro-

nous Transfer Mode)形多重化システムを株

式会社NTTドコモに納入した｡納入開始日は,

2000年11月である｡

株式会社NTTドコモの第三世代携帯電話サ

ービスFOMガ)はIMT-2000として世界初の試

みであり,現方式の40倍の通信速度を持つW-

CDMA(広帯域符号分割多元接続)方式の採

用により,電話をはじめ動画像や高速データ通信

サービスを提供することができる｡

〔ATM形多重化システムの主な特徴〕

(1)融通性の高い多重化が可能なATM信号

方式採用により,アクセス系伝送路を効率化

(2)親局装置(ATM-MUX)と基地局(子局)側

の装辟(ATM-S-MUX)を分散配置,高集約す

ることにより,経済的なネットワークを構築

(3)長寿命フアンの採用などにより,遠隔設置さ

れるATMふMUXの保守を容易化

※)FOMA(FreedomofMobileMultimediaAccess)は,株

式会社NTTドコモが2001年10月1日から開始してい

る第三恥代携帯電訪サービスの名称である｡
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1xEV･DO方式の高速モバイル
データ通信用基地局

1xEV-DO方式の基地局の

外枕

小型t省電力設計により,多種

多様な局舎に対応することがで

きる｡

音速パケット無線通信技術である1ⅩEV-DO
l司(1ⅩEv｡1｡ti｡n-DataOnly)の商用サー

ビスのための基地局を他社に先駆けて開発した｡

この基地局は,高速モバイルデータ通信用と

して,国内はもちろんのこと,海外の1ⅩEV-DO

方式による基地局としても対応できるものである｡

〔主な特徴〕

(1)下り最大2.4Mビット/s,上り最大153.6kビッ

ト/sの高速パケット無線通信を提供

(2)既存基地局への併設を前提とした小型設

計(設置面積:30cmx40cm)

(3)干渉除去装置を内蔵

(4)3GPP2(3rdGenerationPartnershわPr(カー

ect2)策定の国際標準仕様に準拠

(5)BSC(BaseStationController:基地局制

御機器)の内蔵(分散構成)と外付け(集中構成)

の両方に対応が可能

(開発時期:2001年12月)

超高速光アクセス用
メディアコンバータ

光ファイバを利用して高速インターネットや広域LANサービスを提供するMC(Media

Converter)を発売した｡この装置は,局側の集

合型MCとユーザー宅側の単体型MCで構成

する｡イーサネッド信号(電気)を光信号に変換

し,光波長多重技術を用いて,1本の光ファイバ

で最大20kmまでの双方向伝送ができる｡

超高速光アクセス用MCの

外兢

単体型と集合型のMCにより,

高速インターネットと広域LAN

サービスを提供する｡

仰坪

〔主な特徴〕

(1)単体型MC

lOOMビット/sのイーサネット回線を収容し,電

源断や回路故障などの警報情報を集合型MC

へ通知する保守機能を持つ｡

(2)集合型MC

(a)単体型MCを最大30回線収容し,保守

端末からの遠隔監視制御が可能

(b)他回線に影響を与えることなく,回線個

別の保守が可能

(発売時期:2001年12月)

注:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照

単体型MC(ユーザー宅側)

外形寸法:幅130×奥行き200×高さ46(mm)

集合型MC(局側)

外形寸法:帽431×奥行き3D6×高さ434(mm)
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lPv4/lPv6対応ブロードバンド
アクセスゲートウェイ"AG8000”

インクーネットの普及に伴い,さらに高速にインターネットと通信できるブロードバンド

(広帯域)アクセスヘの需要が高まっている｡これ

に対応するため,各種のブロードバンド回線を収

容し,インターネットヘのブロードバンド接続を可

能にする,IPv4(Internet ProtocolVersion

4)とIPv6(IPVersion6)に対応するアクセスゲ

ートウェイ``AG8000”を製品化した｡

このシステムでは,ADSL(Asymmetric

DigitalSubscriber Line)回線やCATV回

線,FTTH(FibertotheHome)の光ファイバ回

線などのトラヒックを収容する｡ユーザーからのア

クセス要求を受け付けると,ユーザーの認証,Ⅳ

(Internet Protocol)アドレスの割当,アクセス

綱内のL2TP(Layer2TunnelingProtocol)ト

ンネルの設定などを行う｡これによってユーザー

とISP(Internet Service Provider)網とを接

続し,ユーザーに対してブロードバンドアクセス環

境を提供する｡

AG8000(右下写真)を用

いたブロードハンドアクセ

ス網の構成例

AG8000をISPとの接続点とユ

ーザー側に設置することにより,

ユーザーにブロードバンドアク

セス環境を提供する｡

ADSL

モデム

ADSL

CATV

ケーブルモデム

DSLAM

CMTS

OLT

FTTH

5『

このシステムは,今後の急速な普及が予測さ

れているIPv6にも対応することができる｡

〔主な特徴〕

(1)充実した基本機能

回線の能力をフルに引き出す高スループット,

CPUやスイッチなど主要部の二重化が可能な高

信頼性,ネットワークプロセッサ採用による柔軟な

ハードウェア

(2)高度のQoS(Quality of Service)制御

機能

少数ユーザーによる帯域占有を防止するため

の加入者ごとの最低帯域保証機能や,音声や

ストリーミングトラヒックの優先制御機能

(3)IPv6サポート

IPv4とIPv6のサービスを同時に提供する

IPv4/IPv6デュアルスタック構成

(4)ローカルサーバ機能

アクセス網の帯域節減とストリーミングの通信

品質確保を実現するため,L2TPトンネルの加入

者側にもキャッシュサーバやコンテンツ配信サー

バの設置が可能

(発売時期:2001年9月)

アクセス網

(lPv4/】Pv6ルータ網)

L2TP

ONU

注:略語説明

DSLAM(Digit〔】lSubsc｢ibe｢LlneAccessMult巾Iexe｢)

CMTS(CableModemTe｢minatjonSystem)

OLT(OpticalJineTe｢minaり

ONU(OptjcalNetwo｢kUn托)

"AG8000''

"AG8000”

lPv4/lPv6対応ブロードバンドアクセス
ゲートウェイ``AG8000”の外観

lSP網

lSP網

インターネット



スケーラブルなウェブゲートウェイシステム

急増するウェブトラヒックに対して安定したサービスを提供する通信基盤と,新しいビジ

ネスモデルに柔軟に対応できるサービス基盤を

構築することが通信キャリヤにとって重要な課題

アクセス網

ウェブゲートウェイシステ

ムの概要

ウェブトラヒックのキャッシング

や,柘鞍抑止の横能を持ち,ユ

ーザー･コンテンツごとの付加
サービスを捷供する｡

望｡竺±聖望至当

責廃車ニメモ

∫‾｢

i-サーデータベース
サーJて群

ノてックオフィスシステム享

課金.分析

サーバ群

高付加価値
サービス

リク土スト

､〟､iウェブコン責ンツ

蜜麺

卑攣瀞

ウェブプロクシ

サーバ群

スケーラブル通信塞蕉

ポータル

サーバ群

プロクシシステムヨ

ユーザー･コンテ

ンツごとの付加
サ】ビスの提供

インターネット

リクエスト

エフコンテンツ1
+⊥-しJ′

ウェブ

コンテンツ

･キャッシンク機能

･煽療抑止機能

になっている｡

このため,独自のウェブプロクシ(代理)技術を

軸に,高機能でスケーラブルなウェブゲートウェ

イシステムを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)Linuxサーバ上に,高度な編棒(ふくそう)

抑止機能を備えた高性能プロクシを開発した｡こ

れにより,スケーラビリティに優れたシステムの経

済的な構築が可能

(2)プロクシサーバやポータルサーバと,課金･

認証･トラヒック分析などを行うバックオフィスシス

テムを連動させることにより,独自の課金サービ

ス,きめ細かいユーザーサービス,ニーズの分析

などが可能

(3)ブロードバンドネットワークでのストリーム型サ

ービスやコンテンツデノバリネットワークにも対応

が可能な分散アーキテクチャを採用

準備軍琴芦のためのIP･VPN管理用企
サーバ"iServiceManager/VPN”

併iServiceM8n8g8r/VPN抄

1許‡彗二ぎ 巨蛮
･丁■真二芸芯 三芸;′

∃
二き妄…ヲ

鞍､ ア

l

亨一山ニュここン‾､‾∨

を

コンソール なくら毒yペ≒′レサーバ本体

J)
】

J

Jl

⊥r〕少

‾ノ､A社本店

卦j
B社本店

腰轟A社
◇く〉支店

P∈R

PER(3)

注:

≠
戦
＼

【LSP(A杜本店･一A社･二･･二支店))

〔LSP(B社本店･･･一B社･二■･こ･支店))

〔LSP(A社その他)〕

(A社アクセスネットワーク)

(B社アクセスネットワーク)

店

社支A
△

△

PER(2)

MPLS 】F[コ

ネットワーク

A社

ノ00支店

B社

PER(4) 00支店

コ完･芯品㌫anager′l孟㌫孟慧芸謡濫…三吉諾孟慧雲覧の鮒として･LSP
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業の拠点間や企業どうしを結ぶプライベー

トネットワークは,専用線を利用するもの

から,IP(Internet Protocol)技術を利用して

コストを削減したIP-VPN(IP VirtualPrivate

Network)へと急速にシフトしている｡

通信事業各社は,パフォーマンスと信頼性が

高いMPLS(M山ti-ProtocoILabelSwitching)

によるIP-VPNサービスを開始している｡MPLS

では,PER(Provider's Edge Router)問を

LSP(LabelSwitched Path)と呼ぶパケットの

経路で結ぶ｡LSPを動作させるためにはネットワ

ーク全体を整合させる機器設定が必要であり,

整合をとるための運用コストが増大する｡

この運用コスト増大の課題を解決するために

IP-VPN管理サーバ(ソフトウェア)"iService

Manager/VPN”を開発し,運用コストの削減を

可能とした｡このソフトウェアは,大規模･高信頼

なサービスに対応し,QoS(Qua止ty ofService)

制御機能を備えるなどの特徴を持つ｡

(発売予定時期:2002年3月)



朋

オフィスでのVoIP通信を実現する
VoIPゲートウェイおよびゲートキーパ

土声をIP(InternetProtocol)に変換し,

lヨデータと同一回線に統合することで専用

の音声回線が不要となり,通信費を削減するこ

とができる｡このためのVoIP(Voice over

Internet Protocol)ゲートウェイ"NT-20”(小過

Ⅶ藍+』

盟

血
NT-GK

′▲◆ヤ<-｡､1_′.

NT-300

-'斗

ざ●芸
ルータ

ルータ

lPネットワーク

ルータ

NT-40

NT-20

注:略語説明 PBX(PrivateBranc｢lExchange)

NTシリーズによるVoIP

ネットワークの構成例

NTシリーズでは,営業所などの小規模拠点から本社などの大規模拠点まで,

幅広いVoIPニーズに対応することができる｡

模拠点用),"NT-300”(中大規模拠点用),お

よびⅣアドレスを一元管理することによって保守･

運用コストが削減できるゲートキーパ"NT-GK”を

発売した｡

〔主な特徴〕

(1)NT-20とNT-300では,ネットワーク上で発

生する｢ゆらぎ+を効果的に吸収し,安定した音

声通話を確保する｢ゆらぎ吸収機能+の搭載に

より,とぎれや雑音のない自然な通話を実現する

ことができる｡プッシュボタン信号が透過できるの

で,音声メールなどの機器操作をサポートするこ

ともできる｡

(2)NT-GKでは,上記2機種のほか,すでに

発売済みの"NT-40''を含めたVoIPネットワーク

で最大512個のIPアドレスを一元管理すること

ができ,端末のアドレス変吏や追加時の効率的

なデータ変更が行える｡

これらVoIPゲートウェイ製品により,小規模拠

点から大規模拠点まで,ユーザーの規模に合っ

たシステムを構築することができる｡

(発売時期:2001年7月)

LANテレフォニーを実現する
IP･PBX

従来のPBX(Private
firamch Exchange)

機能をサポートしつつ電話回線とオフィス

LANを統合することにより,電話設備の工事費

低減や,保守･運用をはじめとするTCO(Total

lP網 -ルータ

】P網

SV〉一HUB

壷､
lP-PBX導入

PBX

■

PTOWER-300

盟

SW-HUE‡

ル仙夕

注:略語説明 SW-HUB(SwitchingHub)

lPTOWER-300による音

声･データ系回線の統合例

公衆網

公衆網

LANケーブルと電話線を統合することにより,ネットワークの構築･運用コス

トをはじめとするTCOの削減ができる｡

Cost of Ownership)削減ができるIP-PBX

"IPTOWER-300”(大規模拠点用),

｢IPTOWER-SPシリーズ+(中小規模拠点用),

および"IPTOWER-mini”(小規模拠点用)を発

売した｡

〔主な特徴〕

(1)LAN用のIP(Internet Protocol)多機能

電話機と一般電話機,ディジタル多機能電話機

などの既存端末を収容し,IPベースによる従来

のPBXと同等のサービスを実現する｡

(2)IP多機能電話機の移設が端末の移動だけ

で行えるので,PBX側のデータ変更が不要であ

る｡これにより,保守費を低減し,運用効率を向

上させることができる｡

これらのIP-PBX製品により,小規模拠点から

大規模拠点までユーザーの規模に合ったVoIP

(VoiceoverInternetProtocol)ソリューションを

提供する｡

(IPTOWER-300の発売時期:2000年12月)

(IPTOWER-miniの発売時期:2001年5月)

(IPTOWER-SPシリーズの発売時期:2001年9月)
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映像システムほか

デ諾芸慧≡慧芸孟岩窟諾琵琶て漂…芸濃墓誌芸雷雲
プレイ,競合型セキュリティシステム,ディジタル監視システム関連分野で,これまでに民生機器の開発

で培った｢使いやすさ+の観点と,高度な技術力を融合させた単品開発を進めている｡

2灯システム搭載の80･100
高輝度･

100型液晶リアプロジェクタ
"NXlOO-1112S”

液晶リアプロジェクタ

E亡視や会議,教育,広告,イベント用途に対
.□■l応する液晶リアプロジュクタのラインアップ
に,2灯システムを搭載した80型と100型を新た

に追加した｡

画面サイズ:100型

輝度:525cd/m2

コントラスト:500:1

外形寸法:幅2,132×奥行き

1,000×高さ2,082(mm)

質量:約235kg
､払町

も
愚誠一‥ぜ

へも轡

凍･甘

食J/筋,こ㌔澄

転W

これらの製品では,薄型･高画質の特徴のほ

か,独自の最新光学技術とディジタル処理技術

により,高輝度,高コントラスト,高色再現性の映

像を実現している｡特に,2個のランプを用いる

｢2灯システム+により,当社従来機比で明るさを

1灯の約1.5倍に向上させた｡また,長寿命ラ

ンプの採用による交換サイクルの低減と,1灯が

消えても画面を中断させない高信頼性を図った｡

また,同じサイズの40型4商および50型4面の

AVマルチビジョンに比べてつなぎ日がなく,奥行

きを縮小し,エンジンーつでの同等性能を実現

した｡これらにより,シンプルなシステム構成,容

易な設置,省エネルギーなどを可能とした｡

今後,ディジタルハイビジョン放送やディジタル映

像機器の映像のほか,ブロードバンドネットワーク

を介して送られる映像の表示など,多彩な場面

での有用性が期待できる｡

(発売時期:2001年10月)

位置情報セキュリティサービス用システム

Gヲ帯革‾膚
位置検索

端末

守甲声
基地局群

CDMAネットワーク

注:略語説明

CDMA(CodeD∃vis旧nM]ltipleAccess)

DB(Database)

R(Router)

GW(Gateway)

セコム株式会社の位置情報

提供･急行サービス｢ココセ

コムJシステムの構成

駒l

｢ココセコム+システム

GW

ィ竺聖彗フ′

認証

▲竺撃鞍:′/

GW

`竺警.1ウノ

運用管理

奮1
ヨ叫 r

位置監視
∠三彗鮮/

キこで二■キ■r二二㌧l

GPS

基準アンテナ

位置サーバ

土聖野/

地図D8
ど三竺㌢/

顧客DB

∫:≡聖彗二/

ウェブ
/g』遥をタウノ

オペレ一夕卓

電話網

夢

端末とサーバ間の通信には,携帯電話のネットワークを利用している｡サー

バでは,信頼性が高く,拡張が可能な構成にした｡

位置情報を利用したセキュリティサービスのシステムをセコム株式会社から受託して

開発した｡子どもや高齢者などの居場所がわか

らなくなったとき,彼らが位置検索端末を持って

いれば,窓口ヘ問い合わせるか,ウェブにアクセ

スすると,位置を検索して契約者に通知するサ

ービスである｡

GPS(全地球測位システム)衛星と携帯電話基

地局からの電波を受信し,位置サーバとの通信

によって位置を求め,センター側のサーバで地図

上に位置を表示する｡室内でも測位が可能で

ある｡

(サービス開始時期:2001年4月)



監視用ディジタルレコーダ

l:::≡l近,監視用レコーダでは,画質劣化が少

取なく,長時間の連続記録が可能でメンテナ
ンスに手間が掛からないディジタル方式の記録装

置が求められている｡このニーズにこたえるため,

監視用ディジタルレコーダ"DS一打40''を開発した｡

8入力のマルチプレクサを内蔵し,既存のシス

監視用ディジタルレコーダ

``ロS･H40''(左)と再生画面

例(右)

｢スキップバック富己録機能+,｢ア

ラーム検索機能+,｢タイムデー

ト検索機能+,｢絞り込み検索機

能+などを備えている｡

亨喜≡呂呂詣≡輩き喜;∴丁‾つ

テムに容易に組み込むことが可能なほか,JPEG

圧縮した映像を120Gバイトのハードディスクに記

録する長時間･高画質記録を実現している｡ま

た,ディジタルならではのアラームの前後を記録

する｢スキップバック記録機能+や,すばやい｢ア

ラーム検索機能+,｢タイムデート検索機能+,｢絞

り込み検索機能+など,実際の運用で便利な各

種機能を充実させている｡

(発売時期:2001年6月)

藍

譲

核燃料サイクル開発機構納め
プロジェクタアレイシステム

プロジュクタアレイシステムが,核燃料サイクル開発機構の大洗工学センターで,研

究用シミュレーション視覚化設備として運用を開

始した｡

このシステムでは,幅11m,高さ4mの半球

面スグノーン上で,16台のプロジュクタ映像をつ

なぎ目なく合成投影することにより,500万画素

を超えるシームレス映像を生成し,迫力あふれる

大型映像システムを実現している｡

プロジェクタアレイシステムは,高輝度･高精

細の映像のほか,多様なスグノーン形状に対応

でき,ビジュアリゼーションやデザイン,展示映像

分野などへの展開が期待できる｡

(発売時期:2001年3月)
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プロジェクタアレイシステム

大型半球面スグノーンでのシー

ムレス映像により,迫力あるビ

ジュアリゼーションを実現して

いる｡




